
一
　
は
じ
め
に

二
　
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人

三
　
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
（
以
上
、
二
八
巻
一
号
一
頁
）

四
　
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
（
以
上
、
二
八
巻
二
号
九
一
五
頁
）

五
　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
（
以
上
、
本
号
）

六
　
自
由
仲
裁

七
　
ま
と
め

五

ラ
イ
ヒ
裁
判
所

鯉
　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例

　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
の
引
用
す
る
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
は
い
ず
れ
も
保
険
契
約
法
の
領
域
の
事
件
で
あ 

先
に
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の

判
例
で
確
認
し
た
の
と
同
様
の
傾
向
が
こ
こ
で
も
み
ら
れ
る
（
修
道
二
八
巻
二
号
九
三
九
頁
）。
現
在
の
議
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
権
利

確
認
（
狭
義
）
型
の
ケ
ー
ス
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
判
旨
の
特
徴
と
し
て
、
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人
の
区
別
、
そ
れ
か
ら
生
ず
る
法
律

（
１
）
り
、

─　　─

（
　
　
　
）

─　　─1

ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
三
）

豊
　
　
田
　
　
博
　
　
昭

一
〇
〇
〇

四
九
六



効
果
の
違
い
に
つ
い
て
も
は
や
論
じ
な
く
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。「arbitrator

          
」（
シ
ー
ズ
マ
ン
、
仲
裁
鑑
定
人
）
は
、
当
然
に
承
認
さ
れ

た
制
度
と
し
て
判
例
上
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、arbitrator

 
         

の
判
断
は
、
訴
訟
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
法
源
で
あ
るD

ig.17,2,7

 
           5  –  80   

お
よ
びD

ig.38,1,30

 
            

の
原
則
（
公
平
性
の
判
断
と
取
消
し
の
可
能
性
）
の
適
用
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
排
斥
さ
れ
る
。
そ
の
限
り
で
、
ラ
イ
ヒ

高
等
商
事
裁
判
所
の
判
例
を
変
更
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
【
７
】
一
八
七
九
年
判
決
の
考
え
方
が
継
承
さ
れ
て
い
く
（
修
道
二
八
巻
二
号
九
二
一

頁
以
下
、
九
四
〇
頁
）。
判
例
年
代
順
に
、
各
判
旨
を
個
別
的
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
⑴
　【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
二
年
三
月
九
日
判
決
（R
G
Z
6,S.190ff.

 
 
             
）　
保
険
会
社
の
火
災
保
険
約
款
中
に
定
め
ら
れ
た
損
害
査
定

１０

条
項
に
基
づ
く
査
定
に
対
し
、
保
険
契
約
者
が
そ
れ
を
不
服
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
事
案
で
あ
る
。
薬
き
ょ
う
や
コ
ル
ク
セ
ン
の
製
造
業
者

Ｘ
は
、
機
械
室
の
備
品
を
含
む
自
ら
の
動
産
に
つ
き
、
被
告
・
Ｙ
保
険
会
社
の
火
災
保
険
に
加
入
し
た
（
一
八
七
九
年
一
月
）。
Ｙ
社
の
保
険

約
款
に
よ
る
と
、
動
産
の
損
害
は
、
二
名
の
専
門
家
の
査
定
、
必
要
が
あ
れ
ば
審
判
人
の
特
別
な
査
定
に
よ
っ
て
、
双
方
当
事
者
に
対
し
て
拘

束
力
を
も
っ
て
、
出
訴
の
途
を
排
除
し
た
う
え
で
（unter

A
usschluß

des
R
echtsw

eges
       
              
      
    
）
認
定
す
る
旨
の
定
め
が
あ
っ
た
（
九
条
、
一
一

条
四
文
）。
Ｘ
の
製
造
工
場
で
火
災
が
発
生
し
（
一
八
八
〇
年
五
月
一
二
日
）、
Ｘ
は
生
じ
た
損
害
と
し
て
三
万
八
八
八
四
ラ
イ
ヒ
マ
ル
ク
の
保

険
金
を
請
求
、
鑑
定
人
に
よ
る
損
害
査
定
が
実
施
さ
れ
た
が
、
両
者
の
交
渉
は
決
裂
し
た
、
そ
こ
で
Ｘ
は
第
一
審
に
保
険
金
請
求
訴
訟
を
提
起

し
た
。
Ｙ
の
告
訴
に
よ
っ
て
Ｘ
に
対
す
る
放
火
罪
の
嫌
疑
に
よ
る
捜
査
が
開
始
さ
て
い
た
が
、
右
訴
訟
の
係
属
中
は
中
止
さ
れ
た
。
第
一
審
は
、

Ｘ
の
請
求
の
一
部
（
一
万
九
三
五
一
ラ
イ
ヒ
マ
ル
ク
等
）
を
認
容
す
る
判
決
を
下
し
た
、
Ｙ
の
控
訴
は
棄
却
、
Ｙ
は
上
告
し
た
。
判
旨
の
論
点

は
複
数
に
わ
た
る
が
、
以
下
の
検
討
は
損
害
査
定
に
つ
い
て
の
判
旨
部
分
に
限
定
す
る
。

　（
ⅰ
）　
判
旨
に
よ
る
と
、
審
判
人
の
査
定
に
関
し
て
、
普
通
契
約
約
款
七
条
の
原
則
に
よ
っ
て
探
知
す
べ
き
損
害
は
、
九
条
お
よ
び
一
一
条

に
よ
り
、
二
人
の
鑑
定
人
に
よ
る
、
そ
し
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
審
判
人
に
よ
る
特
別
な
評
価
に
よ
っ
て
、
出
訴
の
途
を
排
除
し
た
う
え
で
、

─　　─

＜

論
　
　
説＞

修
道
法
学
　
三
六
巻
　
二
号
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）

─　　─2
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九
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双
方
当
事
者
に
対
し
拘
束
力
を
も
っ
て
、
認
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
本
件
で
は
実
際
に
そ
の
査
定
が
行
わ
れ
た
、
し
た
が
っ
て
Ｘ
は
、
少
な
く

と
も
審
判
人
の
算
定
額
七
二
〇
〇
ラ
イ
ヒ
マ
ル
ク
の
損
害
金
を
受
け
入
れ
る
義
務
を
自
ら
負
っ
て
い
た
、
し
か
し
そ
れ
に
反
し
、
Ｙ
自
ら
審
判

人
の
査
定
を
承
認
せ
ず
、
ま
た
Ｘ
も
、
査
定
人
は
査
定
に
当
た
り
、
火
災
時
な
い
し
検
証
期
日
に
お
け
る
機
械
の
減
価
価
格
を
鑑
定
の
基
礎
に

お
き
、
し
か
も
そ
の
後
の
価
格
の
減
価
に
つ
い
て
は
Ｙ
が
責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
を
斟
酌
し
て
い
な
い
点
で
、
誤
っ
た
事
実
上
の
要
件
を
前
提

に
し
て
い
る
と
し
て
、
右
査
定
に
不
服
を
申
し
立
て
た
。
控
訴
審
は
、
Ｘ
の
右
申
立
て
は
理
由
が
あ
る
と
認
定
し
て
い
る
。

　（
ⅱ
）　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
こ
の
よ
う
に
判
示
し
た
う
え
で
、「
選
任
さ
れ
た
専
門
家
は
、
仲
裁
人
で
は
な
く
、
シ
ー
ズ
マ
ン
（arbitrator

          
）

と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
そ
し
て
本
件
の
よ
う
に
、
契
約
者
が
「
契
約
の
履
行
に
関
し
て
、
価
額
の
調
査
を
評
価
人

（Schätzer

        
）
の
裁
量
に
委
ね
て
い
る
場
合
」
は
、「l.30

pr.D
ig.de

ope

         
         r  i  s

lib.38,1

            

に
よ
る
と
、
疑
わ
し
い
と
き
は
、
契
約
者
は
、
専
門
家

の
鑑
定
は
法
お
よ
び
公
平
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
で
の
み
、
右
「
鑑
定
人
の
鑑
定
に
服
す
る
意
思
で
あ
る
」
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
損
害
を
被
っ
た
当
事
者
が
、
鑑
定
は
恣
意
的
な
行
為
で
あ
る
、
明
ら
か
に
不
当
で
あ
る
、
ま
た
は
高

度
に
不
公
平
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
と
き
は
」、
そ
の
シ
ー
ズ
マ
ン
の
判
断
を
排
除
す
る
た
め
に
「
裁
判
官
に
救
済
を
求
め
る
こ
と
は
適

法
」
で
あ
る
。
判
旨
は
こ
こ
で
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
前
掲
【
５
】
七
一
年
判
決
（R

O
H
G
B
d.3
S.74ff.

 
 
 
 
  
           
修
道
二
八
巻
二
号
九
一
六

頁
以
下
）、
お
よ
び
【
９
】
七
二
年
二
月
二
三
日
判
決
（R

O
H
G
B
d.4
S.S.421ff.,428.

 
 
 
 
  
                    
修
道
二
八
巻
二
号
九
二
八
頁
以
下
）
を
引
用
す
る
。

（
ⅲ
）
そ
し
て
、「A
rbitrium

 
        

が
誤
っ
た
事
実
上
の
要
件
を
前
提
に
し
て
い
る
場
合
」
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
鑑
定
人
が

契
約
に
よ
っ
て
、
債
務
者
の
履
行
遅
滞
が
加
わ
っ
た
と
き
は
そ
の
拡
張
に
よ
っ
て
、「
鑑
定
人
に
対
し
引
か
れ
た
物
的
な
（sachliche

         
）
限
界

線
を
こ
え
た
場
合
」
で
あ
る
。
法
律
効
果
の
点
で
は
も
っ
と
厳
格
な
原
則
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
る
和
解
（K

om
prom

iß

 
  
    
  
）（
仲
裁
判
断
）
で
さ

え
も
、
そ
の
理
由
で
取
り
消
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
（
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
）。l.32

§§15.18.19.l.46
D
ig.de

recept.4

 
                     
              ,8.

    
こ

─　　─

ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
三
）（
豊
田
）

（
　
　
　
）

─　　─3

九
九
八

四
九
四



の
よ
う
に
判
示
し
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
Ｙ
の
原
判
決
批
判
の
論
旨
は
正
当
で
な
い
と
す
る
。

　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
の
指
摘
す
る
よ
う 

右
八
二
年
は
、
普
通
保
険
契
約
約
款
（
火
災
保
険
契
約
）
上
の
評
価
人
お
よ
び
審
判
人
の
損
害
額
の

査
定
条
項
に
関
し
て
、
端
的
に
そ
れ
を
シ
ー
ズ
マ
ン
で
あ
る
と
法
的
性
質
決
定
を
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
ロ
ー
マ
法
源
（l.30

pr.D
ig.de

ope

         
         r  i  s   

lib.38,1

          
）
を
引
用
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、（
当
事
者
の
意
思
が
）
疑
わ
し
い
と
き
は
、
契
約
者
は
、
法
お
よ
び
公
平
に
従
っ
た
鑑
定
に
の
み

服
す
る
意
思
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
損
害
を
受
け
た
と
す
る
当
事
者
は
、
出
訴
の
途
は
排
除
さ
れ
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、

鑑
定
が
そ
れ
に
反
す
る
こ
と
を
主
張
立
証
し
て
、
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
右
判
旨
が
引
用
す
る
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
判
例
は
、
ヒ
ョ
ウ
災
保
険
の
保
険
約
款
中
の
損
害
査
定
条
項
（【
５
】
判
例
）、
お
よ
び
海

難
救
助
契
約
中
の
海
難
救
助
料
の
確
定
合
意
条
項
（【
９
】
判
例
）
の
法
的
性
質
が
そ
れ
ぞ
れ
問
題
に
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
①
前
者
は
、
損

害
査
定
を
行
う
鑑
定
人
は
仲
裁
鑑
定
人
で
あ
る
と
解
し
て
、
そ
の
法
的
性
質
を
、
条
件
を
定
め
た
合
意
と
み
て
い
る
。
そ
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
法

の
適
用
事
件
に
お
い
て
、
仲
裁
人
と
の
違
い
を
分
析
し
た
う
え
で
、
無
効
抗
告
を
容
れ
て
仲
裁
人
と
解
し
た
原
判
決
を
無
効
と
判
示
し
て
い
る
。

②
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
ブ
レ
ー
メ
ン
法
が
適
用
さ
れ
た
事
案
で
あ
り
、
専
門
家
と
審
判
人
に
よ
る
海
難
救
助
料
の
確
定
を
仲
裁
合
意
と
解

し
て
い
る
。
し
か
し
同
法
の
も
と
で
は
、
仲
裁
判
断
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
当
事
者
は
、
普
通
法
と
は
異
な
り
、
第
二
審
に
不
服
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
判
旨
は
、
右
判
示
に
い
た
る
前
提
部
分
に
お
い
て
、
普
通
法
ま
た
は
ブ
レ
ー
メ
ン
法
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
、
仲

裁
人
あ
る
い
は
仲
裁
鑑
定
人
の
選
任
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
違
い
が
生
ず
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。
同
事
件
の
解
決
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
傍

論
部
分
か
と
思
わ
れ
る
が
、
普
通
法
に
よ
れ
ば
評
価
人
ま
た
は
仲
裁
鑑
定
人
に
よ
る
仲
裁
鑑
定
（
善
き
人
の
裁
断
）
も
、
一
般
的
に
拘
束
力
を

有
す
る
、
し
か
し
ロ
ー
マ
法
源
（l.30

pr.D
ig.de

ope

         
         r  i  s

lib.38,1

            
）
に
よ
り
、
高
度
に
不
公
平
な
善
き
人
の
判
断
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
侵

害
さ
れ
た
当
事
者
は
裁
判
所
に
訴
訟
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
て
い
る
。

（
２
）
に
、

─　　─

＜
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ラ
イ
ヒ
裁
判
所
が
本
件
で
こ
れ
ら
二
件
の
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
判
例
を
引
用
し
た
主
旨
を
考
え
る
と
、
第
一
に
、【
５
】
判
例
に
従
っ

て
、
火
災
保
険
約
款
上
の
損
害
査
定
条
項
を
シ
ー
ズ
マ
ン
な
い
し
仲
裁
鑑
定
の
合
意
と
解
す
る
こ
と
、
第
二
に
、【
９
】
判
例
の
右
傍
論
部
分

に
従
っ
て
、
仲
裁
鑑
定
は
、
出
訴
の
途
を
排
除
す
る
条
項
が
あ
る
と
き
も
、
ロ
ー
マ
法
源
に
よ
っ
て
、
高
度
に
不
公
平
な
仲
裁
鑑
定
に
対
し
て

は
、
通
常
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
、
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
判
例
法
理
に
従
う
意
図
で
あ
っ
た
と
解
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
先
例
と
し
て
引
用
す
べ
き
判
例
は
、
む
し
ろ
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
【
７
】
一
八
七
九
年

六
月
判
決
の
方
が
よ
り
適
切
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
七
九
年
判
決
は
、
本
件
と
同
じ
火
災
保
険
上
の
損
害
額
の
査
定
合
意
を
仲
裁
鑑
定
と
解

し
、
し
か
も
仲
裁
判
断
（
仲
裁
を
「
和
解
」
と
性
質
決
定
）
の
取
消
し
と
の
対
比
で
、
仲
裁
鑑
定
が
誤
っ
た
事
実
上
の
要
件
に
基
づ
い
て
い
る

場
合
に
訴
訟
の
可
能
性
を
肯
定
し
て
い
る
点
で
も
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
⑵
　【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
三
年
一
〇
月
一
一
日
判
決
（RG

Z
10,S.130ff.

 
 
              
）　
事
案
の
内
容
は
判
例
集
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
。（
ⅰ
）

１１

判
旨
に
よ
る
と
、
保
険
証
書
の
定
め
に
つ
い
て
、
保
険
契
約
の
当
事
者
の
明
確
な
意
思
に
よ
る
と
、
普
通
保
険
約
款
第
九
条
に
あ
げ
ら
れ
た
鑑

定
人
の
査
定
（A

bschätzung

 
          
）
が
、
中
立
か
つ
専
門
知
識
を
有
す
る
者
の
裁
量
の
結
果
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
明
ら
か
に
高
度
に
誤
っ
た
、

か
つ
不
当
な
価
額
の
確
定
で
あ
る
と
き
も
、
そ
の
査
定
は
当
事
者
の
法
律
関
係
に
基
準
に
な
る
と
い
う
趣
旨
に
解
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
つ

い
て
、
控
訴
裁
判
所
は
そ
れ
を
否
定
し
た
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
こ
の
判
断
を
正
当
と
す
る
。（
ⅱ
）
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
に
よ
る
と
、
ロ
ー
マ
法

源
（l.79

D
ig.pro

socio
17,2

      
                  
）
は
、
原
則
と
し
て
、
特
定
の
法
律
関
係
に
関
し
て
、「
重
要
な
要
素
の
確
定
に
つ
き
、
専
門
知
識
を
も
っ
た

シ
ー
ズ
マ
ン
の
確
定
を
基
準
に
し
よ
う
す
る
者
」
に
、「
確
定
が
重
大
な
侵
害
（m

anifesta
iniquitas

 
                  
）
を
含
む
と
き
」、
す
な
わ
ち
、「（
法
律

の
意
味
で
）
当
該
契
約
者
を
侵
害
す
る
悪
意
の
確
定
が
な
さ
れ
た
と
き
」
だ
け
で
な
く
、
シ
ー
ズ
マ
ン
の
確
定
の
「
結
論
は
、
明
ら
か
に
は
っ

き
り
と
、
適
正
な
評
価
原
則
を
適
用
し
た
と
き
に
得
ら
れ
る
結
果
と
は
客
観
的
に
乖
離
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
シ
ー
ズ
マ
ン
の
確
定
基
準
を
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適
用
す
る
と
、
当
事
者
の
法
律
関
係
の
規
制
は
ま
っ
た
く
事
実
に
反
し
不
公
平
な
も
の
に
な
る
よ
う
な
と
き
」
も
、
そ
の
確
定
に
は
服
さ
ず
に
、

「
裁
判
官
に
事
件
を
提
示
す
る
権
限
を
認
め
て
い
る
」。（
ⅲ
）
ま
た
、
ロ
ー
マ
法
源
（l.76

D
ig.pro

socio
17,2

      
                  
）
に
よ
る
と
、「
事
前
に
無
条

件
で
シ
ー
ズ
マ
ン
の
確
定
に
服
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
な
い
」
が
、「
そ
の
意
思
が
明
確
な
も
の
と
認
め
る
」
に
は
、
特
に
「
説
得
力
の
あ
る

理
由
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
保
険
の
目
的
物
の
損
害
額
は
、
定
め
ら
れ
た
方
法
で
選
任
さ
れ
た
専
門
家
の
評
価
に
よ
り
、
当
事
者
に
対

し
て
拘
束
力
を
も
っ
て
、
出
訴
の
途
を
排
除
し
て
確
定
さ
れ
る
」
と
保
険
証
書
に
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
、
そ
の
理
由
に
当
た
ら
な
い
。

「
相
互
の
誠
実
さ
を
基
礎
に
お
く
保
険
契
約
関
係
」
で
は
、「
契
約
者
は
、
出
訴
の
途
を
排
除
す
る
と
の
合
意
に
よ
っ
て
、
法
律
関
係
の
通
常
の

手
続
の
み
を
命
じ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、「
明
ら
か
に
事
実
に
反
す
る
鑑
定
人
の
評
価
を
無
条
件
で
固
定
的
に
通
用
さ
せ
る
意
思
は
な
い
」
と

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
ⅳ
）　
ロ
ー
マ
法
源
の
原
則
（l  .79

D
ig.pro

socio
17,2

     
                  

お
よ
び
、l  .137§

2
D
ig.de

V
.O
.45,1

         
       
  
      
）
に
よ
る
と
、
法
律
の
規
定
だ
け
を
考
慮

す
る
限
り
、
専
門
知
識
を
も
っ
た
シ
ー
ズ
マ
ン
が
明
ら
か
に
不
公
平
な
確
定
を
し
た
場
合
、
不
服
の
あ
る
当
事
者
か
ら
請
求
を
受
け
た
裁
判
官

は
、
そ
の
確
定
を
基
準
に
し
な
い
と
判
断
し
て
、「
別
の
シ
ー
ズ
マ
ン
の
選
任
を
命
ず
る
」
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
を
す
る
際
に
必
要
な
場
合
に

は
「
専
門
家
を
審
尋
」
し
て
専
門
知
識
を
介
し
て
「
事
実
上
の
評
価
」
を
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
種
の
保
険
約
款
で
、
裁
判
官
の
権

限
を
前
者
に
限
定
す
る
と
い
う
意
思
は
考
え
ら
れ
な
い
。
判
旨
は
、
控
訴
裁
判
所
は
そ
の
よ
う
な
正
し
い
原
則
に
立
っ
て
い
る
、
と
結
論
づ
け

て
い
る
。

　
本
件
判
旨
は
、
保
険
契
約
の
損
害
査
定
条
項
に
つ
い
て
、
前
掲
【
　
】
八
二
年
判
決
と
同
旨
の
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。
①
判
旨
は
、
こ
れ

１０

を
シ
ー
ズ
マ
ン
の
確
定
と
解
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
特
に
論
じ
て
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
ロ
ー
マ
法
源
に
よ
っ
て
、
契
約
当
事
者
は
無
条
件
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で
シ
ー
ズ
マ
ン
の
確
定
に
服
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
「
確
定
が
重
大
な
侵
害
」
に
な
る
場
合
は
、
裁
判
所
に
不
服
申
立
て
が
で
き
る
と

す
る
。「
重
大
な
侵
害
」
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
判
旨
は
、
悪
意
の
確
定
と
、
評
価
原
則
の
誤
っ
た
適
用
に
よ
り
、
事
実
に
反
し
た
法
律
関

係
の
規
制
を
あ
げ
て
い
る
。
す
で
に
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
七
九
年
判
決
（【
７
】
判
例
）
が
、
ま
た
七
二
年
判
決
（【
９
】）
も
傍
論
部

分
で
そ
の
具
体
化
を
し
て
い
る 

本
件
判
旨
は
さ
ら
に
「
悪
意
の
」
確
定
を
こ
れ
ら
に
加
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
②
つ
ぎ
に
本
件
判
旨
の

特
徴
と
い
え
る
が
、「
保
険
契
約
関
係
の
相
互
の
誠
実
さ
」
を
根
拠
に
し
て
、
出
訴
の
途
の
排
除
条
項
は
「
通
常
の
手
続
」
を
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
種
の
条
項
が
あ
る
と
し
て
も
、
事
実
に
反
す
る
鑑
定
人
の
評
価
を
無
条
件
に
通
用
さ
せ
る
と
い
う
当
事
者
の
意
思
は
直
ち
に
認
め

ら
れ
な
い
と
指
摘
す
る
。
本
判
決
か
ら
三
年
後
の
一
八
八
六
年
、
改
訂
普
通
保
険
約
款
に
お
い
て
出
訴
の
途
の
排
除
条
項
は
削
除
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る 

判
旨
は
ロ
ー
マ
法
源
に
加
え
て
、
さ
ら
に
保
険
契
約
に
お
け
る
「
相
互
の
誠
実
さ
」
を
指
摘
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
保
険
契
約
者
を
保
護
す
る
考
え
方
が
う
か
が
え 

③
ま
た
判
旨
は
、
裁
判
所
の
事
後
的
な
審
判
方
法
と
し
て
、

別
の
シ
ー
ズ
マ
ン
を
選
任
す
る
か
、
専
門
家
を
審
尋
し
て
自
ら
の
事
実
認
定
に
基
づ
い
て
判
決
す
る
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
を
指
摘
す
る
と
と

も
に
、
保
険
契
約
約
款
に
お
い
て
裁
判
官
の
権
限
を
前
者
に
限
定
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
し
て
、
裁
判
官
自
身
に
よ
る
判
決
の
途
を
指
摘

す
る
。

　
⑶
　【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
四
年
一
〇
月
三
日
判
決
（SeuffA

rch
40,S.161

      
             
）　
火
災
保
険
会
社
Ｙ
社
は
、
火
災
の
発
生
後
に
、
保

１２

険
契
約
者
Ｘ
と
の
間
で
、
損
害
額
は
二
名
の
専
門
家
に
よ
り
、
必
要
な
場
合
に
は
、
審
判
人
に
よ
り
認
定
し
、
当
事
者
に
対
し
て
無
条
件
の
拘

束
力
を
有
し
て
基
準
に
な
り
、
か
つ
、
査
定
結
果
に
対
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
抗
弁
を
す
べ
て
排
除
す
る
旨
の
合
意
を
し
た
。
審
判
人
が
損
害
額
を

七
五
四
八
ラ
イ
ヒ
マ
ル
ク
と
査
定
、
こ
れ
に
対
し
Ｘ
が
裁
判
所
に
一
万
二
〇
〇
ラ
イ
ヒ
マ
ル
ク
を
請
求
す
る
訴
え
を
提
起
し
た
と
い
う
事
案
で

あ
る
。

（
３
）
が
、

（
４
）
が
、

（
５
）
る
。
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　（
ⅰ
）　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
当
事
者
が
法
律
関
係
に
と
っ
て
重
要
な
点
に
つ
い
て
の
認
定
を
第
三
者
の
確
定
に
委
ね
る
旨
の
契
約
は
、
第
三

者
が
「
自
由
な
随
意
（W

ill

 
   k  ü  r  
）」
に
よ
っ
て
確
定
し
、
当
事
者
が
そ
の
判
断
を
承
認
す
る
と
の
条
件
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
他
方
、

普
通
法
に
よ
る
と
、（
当
事
者
の
意
思
が
）
疑
わ
し
い
と
き
は
、
そ
の
種
の
合
意
は
、
当
事
者
は
第
三
者
の
公
平
な
裁
量
だ
け
に
依
拠
す
る
意

思
で
あ
り
、「
判
断
は
明
ら
か
な
不
公
平
を
含
ま
ず
、
一
方
当
事
者
を
重
大
に
侵
害
し
な
い
」
こ
と
を
「
黙
示
に
」
前
提
に
し
て
い
る
と
い
う

趣
旨
に
解
さ
れ
る
と
す
る
。（
ⅱ
）
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
本
件
合
意
が
「
自
由
仲
裁
（arbitrium

m
erum

         
  
    

）」
の
趣
旨
と
解
し
う
る
と
す
る
Ｙ

の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。「
審
判
人
の
判
断
は
無
条
件
で
拘
束
力
を
有
し
て
、
基
準
と
し
て
当
事
者
に
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
意
思

表
示
は
、「
善
き
人
の
裁
断
（arbitrium

boniviri

         
          
）」
よ
り
も
「
自
由
仲
裁
（arbitrium

m
erum

         
  
    

）」
と
解
す
る
方
が
相
当
か
と
も
思
わ
れ
る

が
、
選
択
さ
れ
て
い
る
表
現
は
必
ず
し
も
右
解
釈
を
要
請
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
付
随
的
な
事
情
に
よ
る
と
、「
損
害
額
に
つ
い
て
鑑

定
人
ま
た
は
審
判
人
の
随
意
の
評
価
に
委
ね
る
」
と
い
う
意
図
は
な
く
、
そ
の
意
思
表
示
は
、「
査
定
は
、
善
き
人
の
裁
断
（arbitrium

boni

         
      

viri

    
）
の
枠
内
に
あ
る
限
り
、
す
べ
て
の
い
か
な
る
抗
弁
も
排
除
し
て
、
無
条
件
に
拘
束
力
を
も
つ
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
Ｙ
は
、
専
門
家
に
よ
る
損
害
の
認
定
に
つ
き
、
査
定
を
仲
裁
判
断
と
同
様
に
通
用
さ
せ
て
、
不
服
申
立
て
は
で
き
な
い
と
い
う
要
件
で
行

う
と
い
う
意
思
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
意
思
に
ふ
さ
わ
し
い
、
い
か
な
る
疑
い
も
生
じ
な
い
表
現
に
す
る
こ
と
は
、
取
引
行
為
上
、
難
し
い

こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。（
ⅲ
）「
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）
の
査
定
が
き
わ
め
て
不
公
平
で
、
一
方
当
事
者
の
重
大
な
侵
害
を
理
由
に

不
服
申
立
て
が
で
き
る
、（
か
つ
）
裁
判
官
が
そ
れ
を
是
正
で
き
る
」
と
い
う
点
に
争
い
は
な
く
、「
い
つ
重
大
な
侵
害
が
生
じ
て
い
る
か
は
、

重
要
な
事
実
問
題
で
あ
る
」。
控
訴
審
が
、
審
判
人
の
査
定
は
三
〇
〇
〇
ラ
イ
ヒ
マ
ル
ク
低
い
と
し
て
、「
明
ら
か
に
不
公
平
で
あ
る
」
と
判
断

し
た
点
に
、
法
的
な
誤
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
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本
件
で
問
題
に
な
っ
た
合
意
は
、
火
災
発
生
後
に
個
別
的
に
締
結
さ
れ
た
、
鑑
定
人
・
審
判
人
に
よ
る
損
害
査
定
の
合
意
で
あ
り
、
こ
の
点

で
他
の
契
約
約
款
上
の
合
意
ケ
ー
ス
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
①
そ
し
て
本
件
判
旨
は
、
第
三
者
の
確
定
に
委
ね
る
合
意
に
つ
い
て
、
仲
裁
と
仲

裁
鑑
定
で
は
な
く
、
第
三
者
の
「
自
由
な
随
意
」
に
よ
る
「
自
由
仲
裁
」
と
、
第
三
者
の
「
公
平
な
裁
量
」
に
よ
る
「
善
き
人
の
裁
断
」
の
二

種
類
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
②
そ
し
て
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
判
旨
は
、
当
事
者
は
「
黙
示
的
」
に
公
平
な
裁
量
に
よ
る

確
定
を
合
意
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す 

ま
た
合
意
の
解
釈
に
当
た
っ
て
、「
合
意
の
明
示
的
な
表
現
」（
本
件
合
意
で
は
、「
無
条
件
の
拘

束
力
」、「
い
か
な
る
抗
弁
も
排
除
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
旨
は
「
付
随
的
な
事
情
」
を
斟
酌
す
る
考
え
方
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
仮
に
自
由
仲
裁
を
採
用
す
る
意
思
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、「
い
か
な
る
疑
い
も
生
じ
な
い
表
現
」
に
す

る
こ
と
は
、
保
険
会
社
で
あ
る
Ｙ
社
に
と
っ
て
取
引
上
、「
困
難
で
は
な
か
っ
た
」
は
ず
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
国
家
の

裁
判
権
以
外
の
選
択
肢
と
し
て
当
事
者
に
は
仲
裁
と
仲
裁
鑑
定
の
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
事
実
上
、
仲
裁
の

選
択
の
余
地
を
認
め
な
か
っ
た
具
体
例
と
し
て
、
右
判
示
部
分
を
指
摘
す
る
。
判
旨
は
、
当
事
者
の
「
明
確
な
」
意
思
を
逆
転
さ
せ
た
の
で
あ

 

し
た
が
っ
て
本
判
決
は
、
仲
裁
、
し
か
も
自
由
仲
裁
で
は
な
く
、
仲
裁
鑑
定
を
認
定
す
る
こ
と
で
、
契
約
者
に
対
し
て
裁
判
所
へ
の
訴
訟

の
途
を
開
い
た
こ
と
に
な
る
。
③
最
後
に
判
旨
は
、
査
定
の
重
大
な
侵
害
の
問
題
は
、
事
実
審
が
判
断
す
べ
き
事
実
問
題
で
あ
る
と
解
し
て
い

る
。
別
の
シ
ー
ズ
マ
ン
の
選
任
（
前
掲
【
　
】
八
三
年
判
決
）
は
、
も
は
や
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。

１１

　
⑷
　【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
九
一
年
九
月
一
六
日
判
決
（SächsA

rch
1,S.661

      
            
）　
事
件
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。（
ⅰ
）
火
災
保
険

１３

会
社
Ｙ
社
の
普
通
保
険
契
約
約
款
に
よ
る
と
、
発
生
し
た
火
災
の
損
害
額
は
、
出
訴
の
途
を
排
除
し
た
う
え
で
、
二
名
の
専
門
家
に
よ
る
特
別

な
評
価
、
必
要
が
あ
れ
ば
審
判
人
の
評
価
に
よ
り
、
双
方
当
事
者
に
対
す
る
拘
束
力
を
も
っ
て
、
認
定
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
各
当
事

者
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
を
選
任
し
、
二
名
の
専
門
家
の
意
見
が
一
致
し
な
い
と
き
は
、
二
名
の
専
門
家
の
選
任
し
た
審
判
人
が
、
そ
の
評
価
の

（
６
）
る
。

（
７
）
る
。
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限
度
内
で
判
断
を
行
う
。（
ⅱ
）
当
該
ラ
ン
ト
法
に
規
定
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
よ
う
な
契
約
規
定
は
、
専
門
家
が
「
関
係
を
支
配
す
る
善
意

（bona
fides

          
）」
に
よ
っ
て
、
損
害
の
調
査
を
誠
実
に
（
善
き
人
の
裁
断
　boniviriarbitratu

                    
に
よ
っ
て
）
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
専
門

家
は
そ
の
よ
う
に
し
て
、
火
災
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
物
件
の
真
の
損
害
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
保
険
契
約
約
款
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
査
定
手
続
が
、
明
ら
か
に
不
当
か
つ
不
公
平
な
結
果
に
な
っ
た
場
合
、
侵
害
さ
れ
た
当
事
者
か

ら
救
済
を
求
め
ら
れ
た
裁
判
官
は
、
専
門
家
が
誠
実
で
な
く
、
善
き
人
の
裁
断
（boniviriarbitratu

                   
）
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
査
定
を
し
て

い
る
、
つ
ま
り
、
専
門
家
が
委
ね
ら
れ
た
機
能
を
ま
っ
た
く
行
使
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
裁
判
官
は
、
意
図
さ
れ

た
査
定
手
続
が
結
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
必
要
な
と
き
は
証
拠
調
べ
手
続
を
実
施
し
て
、
自
ら
損
害
を
確
定
し
て
よ
い
。

　
本
件
判
旨
は
、
火
災
保
険
契
約
の
損
害
額
の
評
価
条
項
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
前
掲
【
　
】
八
二
年
判
決
や
【
　
】
八
三
年
判
決
の

１０

１１

よ
う
に
ロ
ー
マ
法
源
を
引
用
す
る
こ
と
は
な
く
、「
関
係
を
支
配
す
る
善
意
」
に
基
づ
く
善
き
人
の
裁
断
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
保
険
関
係

の
「
善
意
」
に
着
目
す
る
点
で
は
、【
　
】
八
三
年
判
決
と
共
通
性
が
あ
る
。
裁
判
所
の
審
査
手
続
に
つ
い
て
、
判
旨
は
、
証
拠
調
べ
に
基
づ

１１

き
裁
判
所
自
身
が
損
害
を
確
定
す
る
と
い
う
方
法
の
み
を
あ
げ
て
い
る
点
で
、【
　
】
八
四
年
判
決
と
共
通
性
が
あ
る
。

１２

　
⑸
　【
　
】
一
八
九
九
年
一
〇
月
二
七
日
判
決
（R

G
Z
45,S.350ff.

 
 
              
）　
原
告
Ｘ
は
被
告
・
保
険
会
社
Ｙ
社
の
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
た
が
、

１４

事
故
に
よ
り
保
険
金
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
被
告
Ｙ
が
保
険
契
約
約
款
第
一
二
条
を
援
用
し
た
。
同
条
に
よ
る
と
、
保
険
契
約
者
は
、

傷
害
の
有
無
に
関
す
る
会
社
の
決
定
に
納
得
で
き
な
い
と
き
は
、
右
問
題
に
関
し
て
設
置
さ
れ
る
委
員
会
の
判
断
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、

委
員
会
の
判
断
は
双
方
当
事
者
を
拘
束
し
、
出
訴
の
途
は
排
除
さ
れ
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
は
、
多
数
決
に
よ
り
Ｘ
の
傷
害
は
事
故

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
鑑
定
結
果
を
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｘ
は
、
委
員
会
の
判
断
は
拘
束
力
が
な
い
と
主
張
し
た
。
保
険
事
故
を
否

─　　─
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定
し
た
Ｙ
の
判
断
は
Ｂ
博
士
の
鑑
定
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
Ｂ
博
士
は
委
員
会
に
加
わ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
Ｘ
は
、

委
員
会
の
構
成
の
違
法
を
指
摘
す
る
。
約
款
第
一
二
条
は
、
各
契
約
者
が
選
任
す
る
二
名
の
信
頼
で
き
る
人
物
以
外
に
、
第
三
者
と
し
て
、
市

の
医
師
か
、
傷
害
者
の
住
所
地
の
地
域
医
師
、
ま
た
は
会
社
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
公
的
医
療
施
設
か
大
学
の
医
学
の
権
威
者
が
加
わ
る
べ
き

で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｂ
博
士
は
右
約
款
に
い
う
市
の
医
師
、
地
域
医
師
、
医
学
の
権
威
者
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。
控

訴
裁
判
所
は
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。
Ｙ
の
上
告
に
対
し
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
。

　（
ⅰ
）　
判
旨
に
よ
る
と
、
委
員
会
は
、
傷
害
が
存
在
し
、
そ
れ
が
事
故
の
直
接
的
な
結
果
と
み
な
し
う
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
み
、

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
判
断
は
、
裁
判
官
の
判
断
の
よ
う
に
法
的
紛
争
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
事
実
に
関
し
て
仲
裁
鑑

定
人
（arbitrator

          
）
の
鑑
定
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
判
旨
は
、
脚
注
に
お
い
て
後
掲
【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
九
年
一
〇
月
一
六

１５

日
判
決
（R

G
Z
24,S.411ff.

 
 
              
）
を
参
照
判
例
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
判
断
が
内
的
な
理
由
ま
た
は
形
式
的
な
違
反
を
理

由
に
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
、
い
か
な
る
効
果
が
生
ず
る
か
は
、
仲
裁
契
約
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
の
規
定
（
八
五
二
条
以
下
）
で
は
な
く
、

当
事
者
の
契
約
に
よ
る
合
意
自
体
の
み
か
ら
推
認
さ
れ
る
と
す
る
。

　（
ⅱ
）　
そ
し
て
控
訴
審
判
決
は
、
約
款
第
一
二
条
を
、
委
員
会
は
一
回
だ
け
事
件
を
扱
い
、
そ
の
判
断
が
何
ら
か
の
理
由
か
ら
無
効
な
と
き

は
、「
双
方
当
事
者
に
は
、
完
全
な
範
囲
で
、
再
び
出
訴
の
途
が
開
か
れ
る
」
も
の
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
Ｂ
博
士
が
委
員
会
に
加
わ
っ
た
点
を
、

「
保
険
関
係
を
支
配
す
る
契
約
上
の
信
義
に
対
す
る
重
大
な
違
反
」
と
み
て
、「
委
員
会
の
判
断
は
Ｘ
を
拘
束
し
な
い
」
と
の
効
果
を
認
め
て
い

る
。
Ｂ
博
士
が
実
施
し
た
鑑
定
に
基
づ
き
委
員
会
の
否
定
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
、
Ｙ
は
Ｂ
博
士
を
関
与
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
Ｂ
博
士
は
「
契
約
規
定
に
い
う
医
師
で
も
権
威
者
で
も
な
」
く
、「
第
一
二
条
に
定
め
ら
れ
た
審
判
人
の
資
格
を
欠
い
て
い
る
」。
そ
の
よ

う
な
事
情
に
お
い
て
Ｘ
が
Ｙ
に
対
す
る
防
御
を
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
Ｘ
は
、「
委
員
会
の
判
断
に
拘
束
力
を
付
与
す
る
契
約
上
の
要
件
が
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欠
け
て
い
る
」
と
し
て
、「
悪
意
の
再
抗
弁
（replica

doli

            
）
の
類
推
に
よ
っ
て
対
抗
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
。

　（
ⅲ
）　
Ｙ
は
、
出
訴
の
途
は
開
か
れ
て
な
く
、
Ｘ
は
別
の
委
員
会
の
招
集
の
権
利
し
か
も
た
な
い
、
約
款
第
一
二
条
を
根
拠
に
、
委
員
会
が

反
対
の
判
断
を
す
る
ま
で
、
会
社
の
判
断
は
維
持
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
Ｙ
は
当
事
者
で
あ
り
、
Ｘ

に
対
し
拘
束
力
の
あ
る
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
当
事
者
と
し
て
の
意
思
表
示
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
と
非
難
す
る
。

Ｙ
が
保
証
を
拒
絶
し
、
委
員
会
が
鑑
定
に
即
し
て
終
局
的
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
委
員
会
の
判
断
が
効
力
を
も
た
な
い
点
に
つ
い

て
Ｙ
自
身
に
責
任
が
あ
る
と
き
、
契
約
の
定
め
は
、
保
険
金
請
求
権
を
再
び
新
た
な
委
員
会
に
提
出
す
る
よ
う
に
、
Ｘ
に
強
要
す
る
も
の
で
は

な
い
。「
疑
わ
し
い
と
き
は
、
保
険
契
約
者
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
」、
そ
れ
は
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
制
限
的
合
意
は
、

保
険
関
係
に
基
づ
く
民
事
上
の
法
的
紛
争
に
つ
い
て
、
出
訴
の
途
が
開
か
れ
て
い
る
原
則
の
例
外
だ
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

　
本
件
は
傷
害
保
険
契
約
約
款
の
委
員
会
に
よ
る
鑑
定
条
項
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
で
あ
る
が
、
判
旨
は
、
傷
害
の
存
在
お
よ
び
事
故
と
の
因

果
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
判
断
す
る
委
員
会
を
「
仲
裁
鑑
定
人
」
と
性
質
決
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
仲
裁
人
と
の
区
別
論
議
は
な
く
、
判
旨

は
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
裁
判
官
と
の
違
い
を
端
的
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
判
旨
が
そ
の
脚
注
で
引
用
す
る
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
九
年
判

決
（【
　
】
判
例
）
は
、
後
に
取
り
上
げ
る
（
⑺
参
照
）。
そ
し
て
委
員
会
の
判
断
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
の
法
的
効
果
に
つ
い
て
、
判
旨
は
、

１５

仲
裁
規
定
で
は
な
く
、
当
事
者
の
「
合
意
」
自
体
か
ら
推
認
す
る
と
す
る
。
原
審
は
、
保
険
契
約
上
の
信
義
違
反
を
理
由
に
委
員
会
の
判
断
の

拘
束
力
を
否
定
し
た
の
に
対
し
、
判
旨
は
、
契
約
当
事
者
で
あ
る
Ｙ
自
身
は
拘
束
力
の
あ
る
判
断
を
自
ら
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、

約
款
第
一
二
条
の
定
め
は
、「
保
険
契
約
者
の
利
益
」
に
解
釈
す
べ
く
、
保
険
契
約
者
Ｘ
に
委
員
会
へ
の
再
度
の
申
立
て
を
強
要
す
る
も
の
で

は
な
い
と
し
て
い
る
。
民
事
の
法
的
紛
争
は
、
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
原
則
で
あ
り
、
鑑
定
条
項
の
よ
う
な
制
限
的
合
意
の
解
釈
は
保
険
契

─　　─
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約
者
に
有
利
と
な
る
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
判
示
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ 

ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
右
判
旨
に
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例

を
支
配
す
る
考
え
方
が
現
れ
て
い
る
と
指
摘
す 

　
⑹
　
小
括
　
　
以
上
み
た
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
か
ら
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。（
ⅰ
）
各
種
の
保
険
契
約

約
款
ま
た
は
個
別
的
な
保
険
契
約
中
の
合
意
に
基
づ
き
保
険
事
故
の
存
否
、
損
害
額
、
事
故
と
の
因
果
関
係
の
問
題
を
判
断
す
る
専
門
家
な
い

し
鑑
定
人
（
そ
の
種
の
委
員
会
な
ど
名
称
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
）
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
判
例
は
こ
れ
を
仲
裁
人
で
は
な
く
、
仲
裁
鑑
定
人

（arbitrator

          
）
で
あ
る
と
み
な
し
、
そ
の
判
断
は
一
般
的
に
「
善
き
人
の
裁
断
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
確
か
に
、
ラ
イ
ヒ
高
等

商
事
裁
判
所
の
判
例
で
み
ら
れ
た
仲
裁
人
か
仲
裁
鑑
定
人
か
と
い
う
区
別
論
議
は
判
旨
か
ら
消
え
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
こ
の
種
の
損
害
査
定

条
項
の
性
質
に
つ
き
そ
の
点
を
特
に
は
重
視
し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
当
該
合
意
条
項
に
つ
い
て
の
当
事
者
意
思
の
解
釈

に
当
た
っ
て
、
判
例
は
二
つ
の
解
釈
基
準
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
①
当
初
の
判
例
（【
　
】
八
二
年
判
決
や
【
　
】
八
三
年
判
決
）
は
、
ラ
イ

１０

１１

ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
判
例
と
同
様
に
、
ロ
ー
マ
法
源
お
よ
び
普
通
法
を
援
用
し
て
、「
法
お
よ
び
公
平
」
に
反
す
る
鑑
定
（【
　
】
八
二
年
判

１０

決
）、「
重
大
な
侵
害
の
確
定
、
明
ら
か
に
不
公
平
な
確
定
」（【
　
】
八
三
年
判
決
）
に
対
し
て
は
、「
善
き
人
の
裁
断
か
ら
の
救
済
」
を
許
容

１１

す
る
、
つ
ま
り
当
事
者
に
は
裁
判
所
へ
の
法
的
救
済
が
当
該
合
意
中
に
織
り
込
み
済
み
で
あ
る
と
す
る
。
②
他
方
で
、
そ
の
少
し
後
に
登
場
し

た
判
例
（【
　
】
八
三
年
判
決
、【
　
】
九
一
年
判
決
）
は
、
保
険
契
約
の
当
事
者
間
の
「
相
互
の
誠
実
さ
」（【
　
】
八
三
年
判
決
）
や
「
善
意
」

１１

１３

１１

（【
　
】
九
一
年
判
決
）
と
い
う
観
点
を
あ
げ
て
、
そ
れ
に
反
す
る
「
善
き
人
の
裁
断
」（
専
門
家
の
判
断
）
に
服
す
る
意
思
は
契
約
当
事
者
に

１３
は
な
い
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
ど
ち
ら
の
基
準
に
よ
っ
て
も
、
合
意
中
で
法
的
救
済
を
「
排
除
す
る
条
項
」
が
あ
っ
て
も
、
前
者
の
判
例
は
同

じ
く
ロ
ー
マ
法
源
の
適
用
に
よ
り
、
後
者
の
判
例
は
そ
れ
を
「
原
則
的
な
手
続
」
合
意
と
解
し
て
（【
　
】
八
三
年
判
決
）、
通
常
裁
判
所
に
よ

１１

る
法
的
救
済
を
可
能
と
す
る
途
が
開
か
れ
る
。（
ⅲ
）
仲
裁
鑑
定
に
対
す
る
不
服
事
由
と
し
て
、
判
例
は
、
鑑
定
が
恣
意
的
行
為
で
あ
る
、
明

（
８
）
る
。

（
９
）
る
。
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ら
か
に
不
当
ま
た
は
き
わ
め
て
不
公
平
で
あ
る
、
誤
っ
た
事
実
上
の
要
件
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
（【
　
】
八
二
年
判
決
、【
　
】
八
三
年
判
決
）、

１０

１１

一
方
当
事
者
を
重
大
に
侵
害
す
る
鑑
定
の
場
合
（【
　
】
八
四
年
判
決
）、
明
ら
か
に
不
当
か
つ
不
公
平
な
結
果
に
な
っ
た
場
合
（【
　
】
九
一

１２

１３

年
判
決
）
を
あ
げ
る
。
保
険
契
約
者
の
利
益
と
い
う
観
点
も
み
ら
れ
る
（【
　
】
九
九
年
判
決
）。
不
当
性
・
不
公
平
が
「
明
ら
か
な
」
場
合
に

１４

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
不
服
申
立
て
に
対
す
る
一
定
の
制
限
が
加
え
ら
れ
た
と
解
さ
れ
る
（
こ
の
点
は
後
述
す
る
）。
不
服
事
由
の
主
張

立
証
責
任
は
、
裁
判
所
に
不
服
申
立
て
を
す
る
当
事
者
が
負
う
（【
　
】
八
二
年
判
決
（
ⅱ
）
部
分
）。

１０

　（
ⅳ
）　
第
三
者
の
給
付
の
確
定
の
種
類
と
し
て
、
仲
裁
や
仲
裁
鑑
定
以
外
に
も
自
由
な
随
意
に
基
づ
く
「
自
由
仲
裁
」
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
（【
　
】
八
三
年
判
決
（
ⅲ
）
部
分
、【
　
】
八
四
年
判
決
（
ⅰ
）
部
分
）。
そ
し
て
【
　
】
九
九
年
判
決
が
引
用
す
る
、
つ
ぎ
の

１１

１２

１４

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
九
年
一
二
月
一
〇
日
判
決
（R

G
Z
24,S.357ff.

 
 
              
）
は
法
的
救
済
排
除
条
項
か
ら
「
自
由
仲
裁
」
と
い
う
当
事
者
意
思
を

導
い
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
多
数
判
例
の
な
か
で
は
「
孤
立
的
な
」
存
在
と
い
え 

そ
こ
で
、
こ
の
八
九
年
判
決
を
み
る

こ
と
に
す
る
。

　
⑺
　【
　
】
一
八
八
九
年
一
二
月
一
〇
日
判
決
（R

G
Z
24,S.357ff.

 
 
              
）　
原
告
Ｘ
は
、
生
命
保
険
会
社
Ｙ
社
の
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
た
が
、

１５

そ
の
傷
害
保
険
契
約
約
款
に
従
っ
て
、
労
働
能
力
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
喪
失
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
湯
地
費
用
（K

urkosten

 
        
）

の
補
償
お
よ
び
定
期
金
の
承
認
に
よ
る
損
害
補
償
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
能
力
を
喪
失
し
た
期
間
お
よ
び
そ
の
程
度
に
つ
い
て

は
、
当
事
者
の
選
任
し
た
委
員
会
が
、
法
的
救
済
の
途
を
排
除
し
て
、
判
断
す
る
。
委
員
会
が
Ｙ
社
に
有
利
な
判
断
を
下
し
た
の
に
対
し
、
Ｘ

は
、
よ
り
高
額
な
保
険
金
請
求
の
訴
え
を
裁
判
所
に
提
起
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
第
一
審
は
、
委
員
会
の
判
断
は
明
ら
か
に
不
公
平
で
あ

る
と
し
て
、
Ｘ
の
請
求
認
容
、
控
訴
審
は
、
委
員
会
の
判
断
が
明
ら
か
に
不
公
平
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
な
い
と
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し

た
。
Ｘ
上
告
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
上
告
を
棄
却
し
た
。

（

）
１０る
。
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　（
ⅰ
）　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
保
険
契
約
約
款
第
一
三
条
に
よ
り
労
働
能
力
の
喪
失
の
認
定
を
委
ね
ら
れ
、
当
事
者
の
選
任
し
た
専
門
家
委
員

会
の
判
断
が
明
ら
か
に
不
公
平
で
あ
る
と
し
て
不
服
申
立
て
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、「
い
か
な
る
法
律
が
適
用
に
な
る
か
」

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。「
ラ
イ
ン
法
で
適
用
さ
れ
る
原
則
は
、
普
通
法
に
よ
り
基
準
と
な
る
原
則
と
一
致
し
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。

控
訴
裁
判
所
は
、「
ラ
イ
ン
法
」
の
適
用
を
考
え
た
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
判
決
で
は
「
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
第
一
民
事
部
一
八
八
三
年
一
〇
月
一

一
日
判
決
（R

G
Z
B
d.10,S.130flg.

 
 
   
               
）」
を
引
用
し
て
い
る
（
前
掲
【
　
】
判
例
で
あ
る
（
筆
者
））。
八
三
年
判
決
は
、
ロ
ー
マ
法
の
規
定
を
考

１１

え
る
と
、
損
害
は
法
的
救
済
の
途
を
排
除
し
て
、
専
門
家
の
シ
ー
ズ
マ
ン
が
査
定
す
る
と
い
う
保
険
契
約
の
条
項
は
、「
契
約
当
事
者
が
事
前

に
シ
ー
ズ
マ
ン
の
評
価
に
無
条
件
で
服
す
る
」
と
い
う
意
義
は
な
く
、
む
し
ろ
「
普
通
法
の
適
用
領
域
で
適
用
さ
れ
る
法
律
規
定
に
よ
る
と
、

関
係
者
に
は
、
通
常
、『
重
大
な
侵
害
が
あ
る
』
と
き
は
、
と
り
わ
け
評
価
結
果
が
、
適
正
な
評
価
原
則
を
適
用
し
た
と
き
に
得
ら
れ
る
結
果

と
乖
離
し
、
シ
ー
ズ
マ
ン
の
確
定
を
基
準
に
す
る
と
、
法
律
関
係
の
規
制
が
ま
っ
た
く
事
実
に
反
し
不
公
平
に
な
る
ほ
ど
に
顕
著
で
あ
る
と
き

は
、
裁
判
官
の
判
断
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
判
示
し
て
い
る
。
し
か
し
本
件
判
旨
は
、「
右
原
則
が
ラ
イ
ン
法
の
適
用
領
域
で
も
基
準

に
な
る
と
考
え
る
の
は
法
的
に
誤
り
」
で
あ
る
と
判
示
す
る
。

　（
ⅱ
）　
ラ
イ
ン
ヘ
ッ
セ
ン
で
適
用
さ
れ
る
民
法
典
に
は
、
シ
ー
ズ
マ
ン
（
仲
裁
鑑
定
人arbitrator

 
         
）
に
よ
る
事
実
関
係
の
認
定
に
関
す
る
一

般
的
規
定
は
な
く
、
売
買
価
格
（
一
五
九
二
条
）
お
よ
び
組
合
持
分
（
一
八
五
四
条
）
の
確
定
を
第
三
者
に
委
ね
る
旨
の
規
定
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
後
者
は
、
そ
の
確
定
が
明
ら
か
な
不
公
平
を
理
由
に
取
り
消
し
う
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
一
五
九
二
条
は
そ
の
よ
う
な
定
め
を
し
て

い
な
い
。「
事
実
関
係
の
認
定
を
第
三
者
ま
た
は
複
数
の
第
三
者
に
委
ね
る
旨
の
合
意
が
、
別
の
領
域
、
と
り
わ
け
労
働
能
力
の
喪
失
の
存
在
、

期
間
、
程
度
、
損
害
額
に
つ
い
て
適
法
で
あ
る
」
こ
と
は
疑
い
な
い
。
右
合
意
は
、
裁
判
所
に
特
定
の
証
拠
方
法
の
使
用
を
命
ず
る
ま
た
は
禁

止
す
る
「
証
拠
契
約
」
と
み
る
べ
き
で
は
な
く
、「
実
体
法
の
領
域
に
属
し
、
契
約
の
目
的
物
に
関
す
る
当
事
者
の
処
分
権
限
を
そ
の
基
礎
に
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お
く
契
約
」
で
あ
る
。
し
か
し
組
合
持
分
の
確
定
（
一
八
五
四
条
）
か
ら
、
契
約
に
基
づ
く
認
定
が
明
ら
か
に
不
公
平
で
あ
る
と
し
て
、
直
ち

に
取
り
消
し
う
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
ラ
イ
ン
法
は
、
疑
わ
し
い
場
合
、
契
約
を
そ
の
趣
旨
に
解
釈
す
る
と
の
法
律
上
の
推
定
を

認
め
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
事
案
毎
に
契
約
解
釈
の
方
法
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
意
思
を
探
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
法
一
一
三
四
条
、

一
一
三
五
条
）」。

　（
ⅲ
）　
判
旨
は
続
け
て
、
裁
判
所
へ
の
出
訴
お
よ
び
審
理
方
法
に
つ
い
て
判
示
す
る
。「
契
約
自
体
、
ま
た
は
事
件
の
事
情
」
か
ら
、
関
係

者
の
意
思
に
よ
れ
ば
、「
第
三
者
の
公
平
な
裁
量
（
善
き
人
の
裁
断arbitrium

boniviri

 
        
          
）」
を
基
準
と
し
、
評
価
が
「
明
ら
か
に
不
公
平
で
あ

れ
ば
」
裁
判
所
に
提
訴
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
訴
訟
に
お
い
て
評
価
が
右
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
裁
判
官
の
判
断

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
要
件
を
欠
い
て
い
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
自
ら
必
要
な
認
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、「
当
事
者

が
無
条
件
に
第
三
者
の
判
断
に
服
す
る
（
自
由
仲
裁m

erum
arbitrium

 
    
          

）」
意
思
で
あ
る
と
き
は
、「
当
事
者
は
そ
の
意
思
表
示
に
従
っ
て
基

準
と
な
る
判
断
」
に
、「
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
法
一
一
三
四
条
）」。「
契
約
上
、
裁
判
所
に
出
訴
で
き
な
い
旨
が
明
示
的
に
定
め
ら
れ

て
い
る
場
合
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
る
と
、
原
則
と
し
て
、
第
三
者
の
認
定
は
無
条
件
で
基
準
に
な
る
」
と
結
論
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
。

　（
ⅳ
）　
判
旨
は
さ
ら
に
加
え
て
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
最
近
承
認
さ
れ
た
原
則
で
あ
る
と
す
る
。
支
配
的
見
解
は
、
第
三
者
に
よ
る
売
買

価
額
の
認
定
は
、
明
ら
か
な
不
公
平
を
理
由
に
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
事
実
関
係
、
と
り
わ
け
労
働
能
力
の
喪
失

の
期
間
と
程
度
、
ま
た
は
損
害
額
に
つ
い
て
、
当
事
者
が
専
門
家
の
判
断
（
い
わ
ゆ
るexpertise

am
iable

 
           
     
）
を
基
準
に
す
る
と
合
意
し
て
い

る
場
合
も
、
同
様
で
あ
る
。
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本
件
は
、
ラ
イ
ン
法
が
適
用
に
な
っ
た
事
案
で
あ
り
、
判
旨
は
、
原
判
決
が
ロ
ー
マ
法
に
従
っ
た
【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
八
三
年
判
決
を
引

１１

用
し
て
審
理
し
て
い
る
の
は
法
的
に
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
判
旨
は
、
組
合
持
分
の
確
定
（
民
法
一
八
五
四
条
）
か
ら
、
一
般
的
に
明
ら
か
に

不
公
平
な
認
定
の
取
消
し
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ラ
イ
ン
法
で
は
、
事
案
毎
に
契
約
解
釈
の
方
法
で
当
事
者
の
意
思
を
探
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
民
法
一
一
三
四
条
、
一
一
三
五
条
）
と
す
る
。
そ
こ
で
当
事
者
が
「
無
条
件
で
」
第
三
者
の
判
断
に
服
す
る
意
思
で
あ
る
と
推
認

で
き
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は
そ
の
判
断
に
直
ち
に
服
す
る
意
思
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
判
旨
は
こ
れ
を
「
自
由
仲
裁
」
と
解
し
て
、
法
的
救

済
の
排
除
条
項
を
定
め
た
本
件
合
意
に
そ
の
よ
う
な
当
事
者
意
思
を
推
認
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
が
い
う
よ
う
に
、
約
款
が

法
的
救
済
の
排
除
条
項
を
定
め
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
排
し
て
裁
判
所
へ
の
訴
訟
を
許
容
す
る
多
数
判
例
と
は
異
な
り
、
本
件
判

旨
は
右
条
項
に
表
わ
れ
た
当
事
者
意
思
を
そ
の
ま
ま
表
示
通
り
に
受
け
取
っ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ 

【
　
】
八
四
年
判
決
も
自

１２

由
仲
裁
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い
た
（
判
旨
の
（
ⅱ
）
部
分
）
が
、
保
険
契
約
法
の
領
域
に
お
い
て
本
判
決
は
自
由
仲
裁
を
認
容
し
た
最
上
級

審
の
判
例
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

交
　
当
時
の
学
説
の
議 

　
⑴
　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
が
引
用
す
る
前
掲
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
保
険
契
約
法
の
分
野
に
お
け
る
事

件
で
あ
っ
た
。
仲
裁
鑑
定
の
法
的
性
質
に
関
し
て
条
件
説
を
説
い
た
キ
ッ
シ
ュ
説
は
、
そ
の
著
書
『
保
険
法
に
お
け
る
シ
ー
ズ
マ
ン
』
一
頁
以

下
（
一
九
二
四 

で
自
ら
の
所
説
を
展
開
し
て
い
る
。
キ
ッ
シ
ュ
説
を
若
干
詳
し
く
跡
づ
け
て
み
る
こ
と
に
す 

　（
ⅰ
）　
最
初
に
、
シ
ー
ズ
マ
ン
契
約
に
基
づ
く
シ
ー
ズ
マ
ン
の
仲
裁
鑑
定
の
発
展
が
指
摘
さ
れ
る
。
保
険
関
係
の
当
事
者
間
に
お
い
て
保
険

会
社
の
給
付
義
務
の
存
否
や
範
囲
に
つ
い
て
、
義
務
の
存
否
・
額
の
要
件
の
疑
問
に
基
づ
く
争
い
や
不
確
実
な
問
題
が
生
ず
る
。
こ
れ
ら
の
問

（

）
１１う
。

（

）
１２論

（

）
１３年
）

（

）
１４る
。
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題
に
つ
い
て
、
当
事
者
を
拘
束
す
る
専
門
知
識
の
あ
る
第
三
者
の
判
断
が
望
ま
し
い
。
第
三
者
の
判
断
に
服
す
る
と
い
う
当
事
者
の
合
意
は
和

解
以
上
の
意
義
を
有
す
る
。
時
間
、
労
力
、
そ
し
て
費
用
の
か
か
る
裁
判
手
続
は
、
当
事
者
の
関
係
を
先
鋭
化
し
、
そ
の
関
係
の
継
続
を
難
し

く
す
る
し
、
裁
判
は
保
険
会
社
の
業
務
上
の
評
判
を
損
な
い
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
欠
如
と
い
う
批
難
も
生
じ
か
ね
な
い
。
右
の
問
題
は
法
的
知
識

が
な
く
と
も
解
決
可
能
な
純
然
た
る
事
実
問
題
で
あ
っ
て
、
裁
判
官
よ
り
も
む
し
ろ
専
門
家
の
私
人
の
方
が
良
い
判
断
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
す
で
に
従
前
か
ら
中
立
の
専
門
知
識
の
あ
る
第
三
者
に
よ
る
個
別
的
な
係
争
点
の
判
断
を
対
象
と
す
る
契
約
上
の
定

め
が
常
態
化
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
定
め
は
最
初
に
火
災
保
険
契
約
で
登
場
し
、
つ
い
で
ヒ
ョ
ウ
災
保
険
契
約
、
そ
し
て
傷
害
保
険
契
約
で
重

要
に
な
っ
た
。
現
行
の
私
的
保
険
法
は
こ
の
よ
う
な
発
展
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
（
六
四
条
・
一
八
四
条
）、
こ
れ
に
よ
り
そ
う
し
た
契
約
上

の
合
意
の
原
則
的
有
効
性
に
つ
い
て
の
疑
い
は
除
か
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
な
く
と
も
当
事
者
は
私
法
関
係
を
自
己
の
裁
量
で
形
成
で
き
る
。

第
三
者
は
通
常
は
シ
ー
ズ
マ
ン
と
い
わ
れ
る
が
、
専
門
家
や
仲
裁
鑑
定
人
、
海
法
で
は
海
損
清
算
人
と
も
称
さ
れ
、
そ
の
判
断
は
仲
裁
鑑
定
と

呼
ば
れ
る
。
合
意
は
シ
ー
ズ
マ
ン
契
約
ま
た
は
シ
ー
ズ
マ
ン
条
項
と
い
わ
れ
る
。

　（
ⅱ
）　
仲
裁
鑑
定
契
約
（
キ
ッ
シ
ュ
説
だ
け
で
な
く
当
時
の
学
説
は
、
こ
れ
を
仲
裁
鑑
定
人
契
約
（Schiedsgutachtervertrag

                       
）」
と
称
す

る
。
以
下
は
こ
れ
に
従
う
）
の
法
的
性
質
を
ど
う
み
る
か
は
、
当
時
の
学
説
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
る
（
修
道
一
四
巻
一
号
四
六
頁
参
照
）。

当
事
者
間
の
争
い
や
不
確
実
部
分
を
、
拘
束
力
を
も
っ
て
排
除
す
る
点
に
機
能
的
類
似
性
を
認
め
て
和
解
契
約
（
民
法
七
七
九
条
）
と
み
る
説

（
コ
ー
ラ 

、
当
事
者
の
意
思
に
よ
り
法
律
関
係
の
存
否
・
範
囲
の
争
い
が
解
決
さ
れ
る
点
で
、
債
務
の
承
認
契
約
と
み
る
説
（
民
法
七
八
一

条
）
が
あ
っ
た
が
、
キ
ッ
シ
ュ
説
は
こ
れ
ら
の
説
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
①
和
解
は
不
確
実
ま
た
は
争
い
の
あ
る
法
律
関
係
に
係
る
の

に
対
し
て
、
シ
ー
ズ
マ
ン
条
項
は
法
律
関
係
の
事
実
上
の
要
件
（
た
と
え
ば
損
害
額
）
に
係
る
。
和
解
の
有
効
な
締
結
に
よ
り
、
法
律
関
係
は

当
事
者
の
定
め
た
形
で
有
効
に
な
る
こ
と
が
確
定
す
る
。
し
か
し
仲
裁
鑑
定
に
よ
っ
て
請
求
権
の
個
別
的
要
件
が
肯
定
さ
れ
て
も
、
そ
の
他
の

（

）
１５ー
）
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成
立
要
件
を
欠
く
と
、
請
求
権
自
体
は
必
ず
し
も
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
和
解
は
、
当
事
者
自
身
が
自
ら
の
意
思
行
為
で
法
律
関
係
を
規
制
す

る
の
に
対
し
、
仲
裁
鑑
定
に
お
い
て
当
事
者
は
、
第
三
者
が
す
る
行
為
（
こ
れ
は
、
意
思
表
示
で
は
な
い
）
に
そ
の
規
制
を
係
ら
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。
和
解
が
法
律
関
係
の
直
接
的
か
つ
無
条
件
の
形
成
を
行
う
の
に
対
し
、
シ
ー
ズ
マ
ン
条
項
で
は
、
個
別
的
要
件
の
確
認
は
、
間
接
的
、

条
件
付
き
の
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
は
専
門
家
の
見
解
に
服
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
見
解
が
正
当
だ
と
し
て
、
し
か
し
和
解
の
よ
う
に
そ
れ
を

「
互
譲
」
と
は
い
わ
な
い
。
当
事
者
は
仲
裁
鑑
定
を
用
い
て
、
権
利
へ
の
到
達
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
請
求
権
や
防
御
を
放
棄

す
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
和
解
は
法
形
成
的
な
当
事
者
意
思
に
よ
っ
て
効
力
を
生
じ
、
真
実
の
権
利
状
態
に
一
致
し
て
い
る
か
と
は

関
係
な
い
。
こ
れ
に
対
し
仲
裁
鑑
定
は
、
真
実
の
法
律
状
態
と
顕
著
に
乖
離
し
て
い
る
と
き
は
、
拘
束
力
を
も
た
な
い
。
和
解
の
認
定
は
原
則

と
し
て
任
意
的
で
あ
る
が
、
仲
裁
鑑
定
の
認
定
は
原
則
と
し
て
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な 

　
②
ま
た
債
務
の
承
認
は
原
則
と
し
て
片
面
的
な
効
果
を
有
し
、
承
認
し
た
者
を
拘
束
す
る
。
し
か
し
シ
ー
ズ
マ
ン
契
約
は
、
当
事
者
双
方
に

拘
束
的
な
効
力
を
生
ず
る
。
債
務
の
承
認
は
原
則
と
し
て
法
律
関
係
自
体
（
た
と
え
ば
契
約
当
事
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
）
に
係
わ
る
の
に
対

し
、
シ
ー
ズ
マ
ン
契
約
は
法
律
関
係
の
個
別
的
要
件
に
係
わ
る
。
承
認
さ
れ
た
法
律
関
係
は
、
定
め
ら
れ
た
よ
う
に
存
在
す
る
が
、
シ
ー
ズ
マ

ン
に
よ
り
個
別
的
要
件
を
肯
定
さ
れ
た
請
求
権
は
、
そ
の
他
の
要
件
が
な
け
れ
ば
有
効
性
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
条
件
付
き
承
認
契
約
と

い
う
見
方
も
正
し
く
な
い
。
当
事
者
は
シ
ー
ズ
マ
ン
が
定
め
た
損
害
に
応
じ
た
金
額
を
負
担
す
る
旨
承
認
し
た
も
の
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
な

ら
ば
、
承
認
し
た
当
事
者
は
定
め
ら
れ
た
損
害
賠
償
義
務
を
も
は
や
争
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
が
、
実
際
は
、
損
害
は
存
在
し
な
い
、
ま
た

は
も
っ
と
少
額
に
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
異
議
を
除
き
、
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ー
ズ
マ
ン
条
項
は
、
請
求
権
の
要
件
を

無
条
件
で
認
定
す
る
。
承
認
契
約
で
は
、
法
律
関
係
の
存
在
・
内
容
を
直
接
的
に
定
め
る
の
は
当
事
者
の
意
思
で
あ
る
が
、
シ
ー
ズ
マ
ン
契
約

で
は
、
専
門
知
識
を
も
っ
た
第
三
者
の
見
解
で
あ
る
。
承
認
契
約
は
法
形
成
的
な
性
質
、
仲
裁
鑑
定
は
確
認
的
な
性
質
を
有
す
る
。
承
認
契
約

（

）
１６い
。
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は
、
実
際
の
法
律
状
態
と
の
一
致
に
関
係
な
く
、
当
事
者
を
拘
束
す
る
。
他
方
で
、
仲
裁
鑑
定
は
、
明
ら
か
に
重
大
に
不
当
な
も
の
で
な
い
場

合
に
の
み
、
拘
束
力
を
も
つ
。
さ
ら
に
有
効
性
の
要
件
と
し
て
、
承
認
契
約
は
書
面
に
よ
る
必
要
が
あ
る
が
、
シ
ー
ズ
マ
ン
条
項
に
つ
い
て
要

式
は
い
ら
な 

　
③
キ
ッ
シ
ュ
説
は
、
さ
ら
に
当
事
者
が
自
ら
損
害
賠
償
請
求
権
の
個
別
的
要
件
（
損
害
額
、
保
険
事
故
と
の
因
果
関
係
）
に
つ
い
て
拘
束
力

を
も
っ
て
確
定
す
る
確
認
契
約
と
も
、
確
定
主
体
や
拘
束
力
の
点
で
シ
ー
ズ
マ
ン
契
約
は
異
な
る
と
す 

　（
ⅲ
）　
キ
ッ
シ
ュ
説
は
、
仲
裁
鑑
定
を
法
律
関
係
な
い
し
請
求
権
の
「
条
件
」
と
解
す
る
。
条
件
説
が
当
時
の
学
説
の
支
配
的
見
解
と
さ
れ
、

キ
ッ
シ
ュ
も
そ
の
主
唱
者
の
一
人
と
み
ら
れ 

前
掲
【
３
】
プ
ロ
イ
セ
ン
最
上
級
裁
判
所
一
八
五
七
年
判
決
（
修
道
二
八
巻
一
号
二
一
頁
）

や
【
５
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
一
年
判
決
（
修
道
二
八
巻
二
号
九
一
七
頁
）
も
、
条
件
と
解
し
て
い
る
。
キ
ッ
シ
ュ
説
は
、
保
険

契
約
に
お
け
る
シ
ー
ズ
マ
ン
条
項
（
仲
裁
鑑
定
契
約
）、
つ
ま
り
権
利
確
認
型
（
狭
義
型
）
の
仲
裁
鑑
定
契
約
に
関
し
て
展
開
さ
れ
て
い 

　
①
仲
裁
鑑
定
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
シ
ー
ズ
マ
ン
が
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
回
答
す
る
旨
の
陳
述
を
行
う
と
い
う
観
念
の
表
示
説
、
シ
ー

ズ
マ
ン
が
当
事
者
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
個
別
的
な
点
の
認
定
を
通
じ
て
裁
断
す
る
と
い
う
意
思
表
示
説
が
対
立
し
て
い
る
が
、
キ
ッ
シ
ュ
説

は
、
意
思
行
為
で
は
な
く
、
法
律
上
重
要
な
観
念
の
表
示
で
あ
る
と
解
し
て
、
法
律
行
為
と
は
別
種
の
法
律
上
重
要
な
行
為
で
あ
る
と
す
る
。

た
だ
し
、
右
議
論
の
実
践
的
意
義
は
小
さ
い
と
評
価
す
る
、
撤
回
・
代
理
に
関
す
る
民
法
の
総
則
規
定
の
準
用
は
肯
定
さ
れ
て
い
る
し
、
当
事

者
に
到
達
と
同
時
に
効
力
を
生
ず
る
こ
と
な
ど
は
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ 

②
シ
ー
ズ
マ
ン
条
項
は
、
保
険
契
約
者
の
請
求

権
に
と
っ
て
重
要
な
事
実
を
仲
裁
鑑
定
に
よ
っ
て
拘
束
的
に
認
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
仲
裁
鑑
定
前
の
段
階
で
は
、
保
険
金
請
求
権

の
要
件
（
お
よ
び
そ
の
範
囲
）
は
ま
だ
不
確
実
で
あ
る
。
保
険
者
の
義
務
や
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
、
ま
だ
何
も
い
え
な
い
。
問
題
点
が
他
の
方

法
で
確
実
に
証
明
で
き
た
と
し
て
も
、
仲
裁
鑑
定
に
よ
り
判
明
す
る
基
準
の
み
が
合
意
さ
れ
て
い
る
以
上
、
当
事
者
に
と
っ
て
ま
だ
確
実
に
は

（

）
１７い
。

（

）
１８る
。

（

）
１９る
。

（

）
２０る
。

（

）
２１る
。
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な
ら
な
い
。
シ
ー
ズ
マ
ン
の
判
断
は
、
保
険
者
の
責
任
に
つ
い
て
確
認
的
の
み
な
ら
ず
、
条
件
付
け
の
性
質
を
有
す
る
。
そ
の
判
断
が
な
い
限

り
、
保
険
者
は
給
付
義
務
を
負
わ
な
い
。
保
険
填
補
義
務
は
、
シ
ー
ズ
マ
ン
が
調
査
し
た
要
件
の
も
と
で
、
か
つ
そ
の
限
度
で
の
み
存
す
る
。

つ
ま
り
調
査
が
さ
れ
な
い
う
ち
は
、
保
険
者
は
あ
ら
か
じ
め
履
行
す
る
必
要
は
な
い
、
と
解
す
る
。
し
た
が
っ
て
保
険
契
約
者
の
支
払
請
求
が

早
す
ぎ
た
場
合
、
保
険
者
の
責
任
の
有
無
・
そ
の
範
囲
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
確
定
と
い
う
意
味
で
履
行
期
は
未
到
来
（verfrühtes

          
）
と
み
ら

れ
る
。
保
険
者
の
（
即
時
）
支
払
義
務
は
、
通
常
の
要
件
の
客
観
的
存
在
だ
け
で
な
く
、
当
該
要
件
が
特
定
の
方
法
で
確
認
さ
れ
た
と
い
う
別

の
形
式
的
事
情
に
係
っ
て
い
る
。
後
者
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
契
約
で
定
め
ら
れ
た
基
準
と
な
る
認
定
と
い
う
特
別
の
要
件
事
実
要
素

を
欠
い
て
お
り
、
保
険
者
の
現
在
の
給
付
義
務
を
結
び
付
け
る
要
件
事
実
は
い
ま
だ
完
全
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　（
ⅳ
）　
キ
ッ
シ
ュ
説
は
、
こ
こ
か
ら
重
要
な
法
律
上
の
効
果
が
生
ず
る
と
い 

訴
訟
の
場
面
が
検
討
さ
れ
る
。
①
仲
裁
鑑
定
前
の
保
険
者

に
対
す
る
請
求
権
は
履
行
期
未
到
来
で
あ
り
、
保
険
者
も
保
険
契
約
者
も
履
行
遅
滞
に
な
ら
な
い
。
保
険
契
約
者
が
裁
判
所
に
支
払
請
求
を
し

て
も
、
そ
の
請
求
は
認
容
さ
れ
な
い
。
保
険
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
履
行
義
務
は
な
く
、
訴
え
は
少
な
く
と
も
現
在
の
と
こ
ろ
理
由
な
し
と
し
て
、

請
求
は
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
条
件
付
き
ま
た
は
期
限
付
き
の
契
約
に
基
づ
く
訴
え
で
、
条
件
ま
た
は
期
限
未
到
来
の
と
き
に
類
似

し
て
い
る
。
②
こ
の
場
合
、
訴
え
の
事
実
は
ま
だ
不
確
実
で
あ
り
、
原
告
が
請
求
権
の
基
礎
に
あ
る
要
件
事
実
を
証
明
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
シ
ー
ズ
マ
ン
の
仲
裁
鑑
定
が
な
い
た
め
、
そ
の
要
件
事
実
が
ま
だ
顕
在
化
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
原
告
は
証
明
不
成
功
と
い
う

訴
訟
上
の
観
点
で
は
な
く
、（
少
な
く
と
も
現
在
は
）
請
求
権
は
理
由
な
し
と
い
う
実
体
的
観
点
か
ら
請
求
を
棄
却
さ
れ
る
、
と
す
る
。

　
③
ま
た
シ
ー
ズ
マ
ン
条
項
は
、
仲
裁
鑑
定
を
唯
一
の
証
拠
方
法
と
し
て
定
め
、
他
の
も
の
は
す
べ
て
排
斥
す
る
と
い
う
意
義
を
有
す
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
最
近
の
訴
訟
法
説
と
対
立
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
修
道
一
四
巻
一
号
六
三
頁
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
キ
ッ
シ
ュ
説
に

よ
る
と
、
当
事
者
に
は
証
拠
方
法
の
適
法
性
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
処
分
権
限
は
な
く
、
一
定
の
証
拠
方
法
（
つ
ま
り
、
仲
裁
鑑
定
以
外
の
す

（

）
２２う
。
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べ
て
の
証
拠
方
法
）
に
よ
っ
て
確
信
し
て
は
な
ら
な
い
と
裁
判
官
に
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
損
害
額
が
合
意
通
り
に
シ
ー
ズ
マ
ン
に
よ
っ

て
確
定
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
裁
判
官
は
保
険
金
請
求
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
、
裁
判
官
が
特
定
の
損
害
額
を
確
信
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
当
該
問
題
に
つ
い
て
裁
判
官
は
完
全
に
解
明
し
て
い
る
と
き
で
も
、
仲
裁
鑑
定
に
よ
る
「
条
件
」
が
発

生
し
て
い
な
い
限
り
、
請
求
権
は
私
法
上
ま
だ
理
由
は
な
く
、
請
求
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ー
ズ
マ
ン
の
鑑
定
に
委
ね

ら
れ
た
事
項
（
た
と
え
ば
損
害
額
）
は
、
私
法
上
ま
だ
ま
っ
た
く
斟
酌
さ
れ
な
い
、
つ
ま
り
「
証
明
」
の
必
要
も
な
け
れ
ば
、「
証
明
」
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
。

　
④
仲
裁
鑑
定
の
欠
缺
を
主
張
す
る
の
は
た
い
て
い
被
告
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
口
頭
弁
論
で
裁
判
官
が
そ
れ
を

認
識
す
れ
ば
よ
い
。
被
告
の
鑑
定
欠
缺
の
主
張
は
、
請
求
権
自
体
は
ま
だ
理
由
が
な
い
と
い
う
主
張
、
停
止
条
件
付
き
抗
弁
（aufschiebende

              

E
inrede

 
      
）
で
は
な
く
、
異
議
（E

inw
endung

 
   
      
）
で
あ
り
、
実
体
法
に
基
づ
く
。
そ
れ
は
妨
訴
抗
弁
（（
旧
）
民
訴
法
二
七
四
条
二
項
三
号
）
で

は
な
く
、
訴
え
の
請
求
権
の
実
体
的
理
由
に
係
る
点
で
本
案
の
弁
論
で
あ
る
。
被
告
は
訴
え
に
対
し
実
体
的
に
応
訴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
裁

判
官
は
、
仲
裁
鑑
定
条
項
の
存
否
に
つ
い
て
職
権
で
調
査
す
る
必
要
は
な
い
。
被
告
の
異
議
に
理
由
が
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
は
中
間
判
決
に
よ
っ

て
判
断
で
き
る
。

　
⑤
仲
裁
鑑
定
が
な
い
と
き
、
給
付
の
訴
え
は
で
き
な
い
が
、
確
認
の
訴
え
は
提
起
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
保
険
契
約
の
無
効
ま
た
は
事
故
発

生
前
の
解
除
取
消
し
を
理
由
に
保
険
会
社
が
填
補
義
務
を
争
う
場
合
や
、
保
険
契
約
者
が
保
険
会
社
の
填
補
賠
償
義
務
を
主
張
す
る
場
合
が
そ

れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
即
時
確
定
の
利
益
が
必
要
で
あ
り
、
仲
裁
鑑
定
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
、
填
補
請
求
の
発
生
・
存
続
の
た
め
の
証
拠
方

法
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
に
当
た
る
。

　（
ⅴ
）　
キ
ッ
シ
ュ
説
は
、
①
仲
裁
鑑
定
の
積
極
的
効
果
と
し
て
、
判
断
し
た
点
に
つ
き
当
事
者
へ
の
拘
束
的
な
認
定
を
あ
げ 

鑑
定
が
当

（

）
２３る
。
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事
者
に
対
し
て
基
準
と
な
る
の
は
、
当
事
者
が
事
前
に
鑑
定
に
服
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
シ
ー
ズ
マ
ン
に
よ
り
要
件
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
、
保
険
契
約
者
は
保
険
者
が
義
務
を
負
う
と
主
張
で
き
る
。
鑑
定
人
の
判
断
は
、
契
約
当
事
者
の
関
係
に
対
す
る
い
わ
ば
「
条
件
」
で
あ

り
、「
基
準
」
で
あ
る
。
仲
裁
鑑
定
人
が
法
的
な
拘
束
力
を
も
っ
て
判
断
を
行
う
の
は
、
当
事
者
が
そ
の
権
限
を
付
与
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ

の
判
断
権
限
は
当
事
者
の
意
思
か
ら
導
か
れ
る
。
②
そ
の
限
り
で
仲
裁
鑑
定
は
仲
裁
判
断
に
類
似
し
た
効
力
を
有
す
る
が
、
仲
裁
判
断
は
、
法

律
上
、
確
定
判
決
の
効
力
が
付
与
さ
れ
て
い
る
（（
旧
）
民
訴
法
一
〇
四
〇
条
）
点
で
、
仲
裁
鑑
定
と
異
な
る
。
仲
裁
鑑
定
は
法
律
上
重
要
な

事
情
を
認
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
効
力
は
既
判
力
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
質
的
に
は
、
当
事
者
が
契
約
関
係
の
発
生
や
内
容
を
係
ら
せ
て

い
る
条
件
と
同
じ
意
味
を
も
つ
。
ま
た
仲
裁
鑑
定
は
執
行
力
を
欠
く
点
で
も
、
仲
裁
判
断
と
異
な
る
。
義
務
ま
で
は
判
断
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
（
そ
の
個
別
的
要
件
の
判
示
の
み
）、
執
行
力
を
生
ず
る
目
的
物
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
仲
裁
鑑
定
は
保
険
契
約
者
の
私
法
上
の
填

補
賠
償
請
求
権
に
効
力
を
及
ぼ
す
だ
け
で
、
そ
の
強
制
的
な
実
現
の
た
め
に
は
通
常
の
方
法
に
よ
っ
て
債
務
名
義
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
③
仲
裁
鑑
定
の
基
準
性
は
、
当
事
者
の
法
律
関
係
を
そ
の
内
容
に
応
じ
て
形
成
す
る
と
い
う
形
で
実
務
上
発
現
す
る
。
ま
ず
裁
判
外
の
取

引
き
で
は
、
シ
ー
ズ
マ
ン
が
保
険
契
約
の
無
効
、
取
消
し
、
損
害
と
事
故
の
因
果
関
係
の
不
存
在
な
ど
の
判
断
を
し
た
場
合
、
保
険
契
約
者
の

請
求
権
の
重
要
な
要
件
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
確
定
す
る
。
逆
に
そ
の
要
件
の
肯
定
判
断
で
は
、
保
険
者
は
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
り
、
一
定

の
損
害
額
が
認
定
さ
れ
た
と
き
は
右
額
が
填
補
義
務
の
算
定
基
準
に
な
り
、
保
険
契
約
者
は
認
定
額
以
上
を
請
求
で
き
な
い
。

　
④
仲
裁
鑑
定
の
拘
束
力
は
遡
及
的
で
あ
り
、
い
ま
や
当
事
者
に
対
し
て
、
最
初
か
ら
鑑
定
で
認
め
ら
れ
た
形
で
適
用
さ
れ
る
。
裁
判
官
の
確

認
判
決
と
似
て
、
仲
裁
鑑
定
も
特
定
の
点
の
存
否
・
異
同
を
確
認
す
る
が
、
将
来
に
向
け
た
確
認
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
保
険
者
は
損
害
の

確
定
に
応
じ
た
金
額
を
損
害
の
確
定
時
で
は
な
く
、
発
生
時
か
ら
責
任
を
負
う
。
⑤
仲
裁
鑑
定
の
拘
束
力
は
直
接
的
で
あ
る
。
当
事
者
は
問
題

点
を
自
ら
確
定
し
た
場
合
と
同
様
に
、
直
接
的
に
そ
れ
に
服
す
る
。
当
事
者
は
仲
裁
鑑
定
に
直
ち
に
服
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
効
力
は
義
務
付
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け
的
な
行
為
と
い
う
よ
り
も
、
処
分
に
類
似
し
て
い
る
。

　（
ⅵ
）　
保
険
契
約
者
の
請
求
権
に
つ
い
て
訴
訟
が
生
じ
た
場
合
も
、
仲
裁
鑑
定
は
拘
束
力
を
生
ず 

①
裁
判
所
は
仲
裁
鑑
定
の
内
容
を
判

決
の
基
礎
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ー
ズ
マ
ン
が
損
害
と
保
険
事
故
の
因
果
関
係
を
否
定
し
て
い
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
請
求
を
棄
却

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
保
険
者
に
支
払
い
を
命
ず
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
鑑
定
中
で
示
さ
れ
た
損
害
額
に
則
り
判
決
の
認
容
額
を
算
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
仲
裁
鑑
定
が
問
題
点
を
完
全
か
つ
拘
束
的
に
証
明
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
仲
裁
鑑
定
は
、

当
事
者
が
法
律
関
係
を
係
ら
せ
た
「
条
件
」
で
あ
り
、
裁
判
官
の
心
証
と
は
関
係
な
い
。
当
事
者
は
、
シ
ー
ズ
マ
ン
の
認
定
は
証
拠
力
を
有
す

る
と
合
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
い
つ
確
信
を
も
つ
か
、
裁
判
官
に
要
求
で
き
な
い
）。
当
事
者
は
、
そ
の
私
法
関
係
は
シ
ー
ズ
マ
ン
の
認

定
を
基
準
に
し
て
通
用
さ
せ
る
旨
合
意
し
た
の
で
あ
る
。
②
キ
ッ
シ
ュ
説
は
、
仲
裁
鑑
定
に
証
拠
と
し
て
の
意
義
は
な
く
、
私
法
上
の
意
義
し

か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
訴
訟
が
生
じ
な
い
と
き
に
も
効
力
を
生
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
す
る
。
仮
に
訴
訟
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

仲
裁
鑑
定
は
証
拠
方
法
と
し
て
機
能
せ
ず
、
裁
判
に
と
っ
て
意
義
あ
る
他
の
私
法
上
の
重
要
な
要
件
事
実
と
同
様
の
働
き
を
す
る
だ
け
で
あ
る
、

と
す
る
。

　
⑵
　
で
は
、
当
時
の
他
の
学
説
は
仲
裁
鑑
定
、
仲
裁
鑑
定
契
約
を
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
た
の
か
。
学
説
史
か
ら
み
る
と
、
キ
ッ
シ
ュ
説
と

同
様
に
、
仲
裁
鑑
定
契
約
を
実
体
法
的
に
解
す
る
実
体
法
説
の
論
者
の
所
説
で
あ 

　（
ⅰ
）　
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
も
、
仲
裁
鑑
定
契
約
（
原
文
は
同
様
に
「
仲
裁
鑑
定
人
契
約
」
で
あ
り
、
以
下
こ
れ
に
従
う
）
は
仲
裁
契
約
と
同
様

に
実
体
法
的
な
性
質
を
有
す
る
と
す 

①
そ
れ
は
、
個
別
的
な
私
権
領
域
を
規
制
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
の
契
約
手
段
で
あ
り
、
民
法
の

契
約
に
関
す
る
総
則
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
に
対
し
て
、
当
事
者
は
不
服
申
立
て
を
放
棄
し
て
い
る
。
当
事
者
は
、
仲
裁

鑑
定
人
の
判
断
を
得
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
な
す
べ
き
義
務
を
負
う
。
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
前
の
早
ま
っ
た
訴
え
提
起
に
対
し
て
は
、
相

（

）
２４る
。

（

）
２５る
。

（

）
２６る
。
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手
方
当
事
者
は
悪
意
の
抗
弁
を
提
出
し
て
、
請
求
棄
却
判
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
に
よ
る
と
、
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
契

約
の
条
件
で
は
な
く
、「
意
思
表
示
」、
し
か
も
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
と
す
る
。
仲
裁
鑑
定
が
な
さ
れ
る
と
、
仲
裁
鑑
定
人
も
そ
れ
に
拘
束

さ
れ
、
自
ら
そ
れ
を
撤
回
で
き
な
い
。
②
キ
ッ
シ
ュ
説
に
比
べ
て
、
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
が
取
り
上
げ
る
仲
裁
鑑
定
人
と
そ
の
活
動
は
も
っ
と
広
範

囲
に
及 

ワ
ン
グ
ナ
ー
説
は
仲
裁
鑑
定
契
約
の
具
体
例
の
考
察
を
通
じ 

仲
裁
鑑
定
人
の
活
動
の
質
は
推
論
活
動
を
す
る
と
い
う
点
で
裁

判
官
や
仲
裁
人
と
共
通
し
て
い
る
が
、
活
動
方
法
や
目
的
が
異
な
る
と
す
る
。
裁
判
官
や
仲
裁
人
は
、
経
験
則
を
適
用
し
、
そ
れ
に
よ
り
確
定

し
た
事
実
に
法
原
則
を
適
用
し
て
法
律
効
果
を
結
び
付
け
る
。
他
方
、
仲
裁
鑑
定
人
は
事
実
認
定
の
た
め
に
経
験
則
を
用
い
る
が
、
そ
の
活
動

は
当
事
者
間
の
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
た
め
の
手
段
に
と
ど
ま
る
。
当
事
者
が
事
実
に
結
び
付
け
ら
れ
る
法
律
効
果
に
つ
い
て
合
意
し
て
い
る

が
、
事
実
は
経
験
則
の
適
用
に
よ
っ
て
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
認
定
が
第
三
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
場
合
、
こ
の
第
三
者
は
仲
裁
鑑

定
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
事
者
が
、
第
三
者
は
さ
ら
に
法
律
効
果
ま
で
も
判
断
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
場
合
、
第
三
者
は
仲
裁
人
で
あ

る
。
当
事
者
間
の
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
た
め
に
経
験
則
を
適
用
し
た
事
実
認
定
が
直
接
的
に
意
義
を
有
す
る
場
合
も
、
事
実
認
定
だ
け
を
行

う
第
三
者
は
仲
裁
鑑
定
人
で
あ
る
。
第
三
者
の
判
断
に
よ
り
法
的
紛
争
が
直
接
的
に
判
断
さ
れ
る
と
し
て
も
、
第
三
者
は
仲
裁
鑑
定
人
で
あ
っ

て
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
り
、
第
三
者
の
判
断
に
よ
っ
て
法
律
効
果
が
宣
言
さ
れ
る
場
合
の
み
、
第
三
者
は
仲
裁
人
で
あ
る
。

　
③
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人
の
違
い
は
任
務
の
違
い
に
あ
り
、
そ
の
任
務
は
当
事
者
の
合
意
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
は
、
地
下

室
の
階
段
は
設
計
通
り
に
作
ら
れ
、
家
畜
小
屋
の
屋
根
は
上
手
に
設
置
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
「
仲
裁
人
」
と
称
す
る
三
人
の
人
物

の
判
断
に
付
託
さ
れ
た
合
意
（
後
掲
注
（
　
）（
５
）
③
参
照
）
を
手
掛
か
り 

仲
裁
鑑
定
人
は
、
経
験
則
を
適
用
し
て
、
当
事
者
の
法
律

２８

関
係
の
要
素
に
と
っ
て
重
要
な
事
実
を
判
断
す
る
と
み
る
。
そ
れ
は
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
、

当
事
者
の
契
約
を
成
熟
し
た
発
展
段
階
に
導
き
、
権
利
実
現
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
判
断
前
に
、
契
約
は
ま
だ
履
行
で
き
な
い
。

（

）
２７ぶ
。

（

）
２８て
、（

）
２９に
、
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④
当
事
者
は
、
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人
を
自
由
に
選
択
で
き
る
。
両
者
の
共
通
点
は
、
当
事
者
自
身
が
決
定
で
き
な
い
点
を
第
三
者
が
拘
束

力
を
も
っ
て
確
定
す
る
旨
の
当
事
者
間
の
合
意
に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
判
断
権
限
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
、
通
常
裁

判
所
へ
の
訴
え
を
排
斥
す
る
と
い
う
の
が
通
常
の
意
思
で
あ
る
。
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
は
、
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
か
否
か
と
い
う
従
来
の
消
極
的

な
概
念
決
定
以
外
に
、
当
事
者
に
対
す
る
判
断
の
拘
束
力
の
程
度
の
違
い
を
付
加
す
る
。
仲
裁
人
の
判
断
は
当
事
者
間
で
確
定
判
決
の
拘
束
力

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
仲
裁
人
は
裁
判
官
に
代
わ
っ
て
判
断
し
、
そ
の
判
断
に
よ
り
当
事
者
の
支
配
領
域
に
介
入
す
る
。
私
権
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
執
行
判
決
に
よ
り
具
体
的
な
法
変
更
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
仲
裁
鑑
定
人
は
当
事
者
の
法
領
域
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
く
、
法
変
更

は
生
じ
な
い
。
ま
た
第
三
者
の
地
位
も
、
仲
裁
人
は
裁
判
官
で
あ
り
、
そ
の
手
続
に
つ
い
て
も
最
低
限
の
保
障
が
法
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

仲
裁
鑑
定
人
に
関
す
る
法
律
規
定
は
お
か
れ
て
な
く
、
仲
裁
人
よ
り
も
自
由
な
手
続
形
成
が
で
き
る
。

　
⑤
当
事
者
が
仲
裁
契
約
を
締
結
し
た
の
か
仲
裁
鑑
定
人
契
約
を
締
結
し
た
の
か
疑
わ
し
い
場
合
、
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
は
、
常
に
仲
裁
鑑
定
人
契

約
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す 

そ
の
理
由
と
し
て
、
仲
裁
契
約
の
場
合
に
比
べ
て
、
当
事
者
に
対
す
る
仲
裁
鑑
定
の
拘

束
力
が
弱
い
こ
と
を
あ
げ
る
。

　（
ⅱ
）　
エ
ケ
ル
ト
説
も
、
仲
裁
鑑
定
人
契
約
の
実
体
法
的
性
質
を
認
め 

①
仲
裁
鑑
定
人
契
約
の
実
体
的
要
件
を
み
る
と
、
契
約
締
結
の

要
件
は
当
事
者
間
に
契
約
関
係
が
あ
る
、
ま
た
は
同
時
に
発
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
は
個
別
的
な
点
に
つ
き
抽
象
的
合
意
し

か
で
き
ず
、
未
確
定
部
分
の
確
定
が
第
三
者
に
委
ね
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
契
約
成
立
後
に
仲
裁
鑑
定
人
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
訴
訟
手
続
の
係

属
中
に
合
意
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
も
う
一
つ
の
要
件
は
、
契
約
給
付
に
未
確
定
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
②
仲
裁
鑑
定
人

契
約
に
よ
り
、
当
事
者
は
義
務
を
負
担
す
る
。
当
事
者
は
第
三
者
の
判
断
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
訴
の
途
を
排
除
す
る
旨
を
特
に
定

め
て
、
拘
束
力
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
は
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
裁
判
所
の
利
用
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（

）
３０る
。

（

）
３１る
。
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そ
れ
に
反
し
て
一
方
当
事
者
が
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
、
妨
訴
抗
弁
（（
旧
）
民
訴
法
二
七
四
条
二
項
三
号
）
は
適
用
さ
れ
な
い
。

仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
請
求
権
の
実
体
的
要
件
で
あ
り
、
そ
の
欠
缺
は
被
告
当
事
者
の
申
立
て
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
裁
判
所
は
職
権
に
よ
っ

て
も
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
告
が
仲
裁
鑑
定
の
欠
缺
を
主
張
し
た
場
合
、
現
在
の
と
こ
ろ
理
由
な
し
と
し
て
請
求
棄
却
判
決
が
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
原
告
は
異
議
を
申
し
立
て
、
仲
裁
鑑
定
を
実
施
す
る
た
め
に
訴
訟
手
続
の
中
止
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
当
事

者
は
、
第
三
者
の
選
任
、
情
報
の
提
供
、
物
の
提
示
な
ど
に
際
し
て
、
仲
裁
鑑
定
の
成
立
に
協
力
す
る
義
務
を
負
う
。
さ
ら
に
仲
裁
鑑
定
は
確

認
の
訴
え
提
起
を
妨
げ
ず
、
当
事
者
は
給
付
義
務
の
積
極
的
ま
た
は
消
極
的
確
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
も
で
き 

　
③
エ
ケ
ル
ト 

よ
る
と
、
仲
裁
人
と
仲
裁
鑑
定
人
の
活
動
は
い
ず
れ
も
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
、
実
体
法
的
な
性
質
を
有
す
る
。
し
か
し
、

民
訴
法
に
規
定
さ
れ
た
仲
裁
人
の
手
続
は
訴
訟
類
似
の
構
造
で
、
そ
の
判
断
は
通
常
裁
判
官
と
同
様
に
、
当
事
者
の
法
律
関
係
を
解
明
す
る
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
、
仲
裁
鑑
定
人
の
手
続
は
純
然
た
る
私
法
上
の
構
造
物
で
あ
る
。
法
律
関
係
の
確
認
で
は
な
く
、
当
事
者
の
契
約
の
実
現

を
妨
げ
る
不
明
確
部
分
を
満
足
的
に
除
去
す
る
た
め
に
、
仲
裁
鑑
定
人
制
度
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
キ
ッ
シ
ュ
説
に
同
調
し
て
、
当
事
者

は
問
題
点
の
解
明
、（
仲
裁
鑑
定
人
の
活
動
と
係
わ
り
な
く
存
す
る
）
事
件
の
本
質
た
る
も
の
の
発
見
を
そ
の
活
動
に
期
待
す
る
と
解
す
る
。

仲
裁
契
約
と
異
な
り
、
法
的
紛
争
の
判
断
の
要
素
の
み
を
認
定
す
る
、
未
確
定
の
契
約
給
付
を
確
定
す
る
、
当
事
者
に
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
が
、

内
容
的
に
は
す
で
に
客
観
的
に
定
ま
っ
た
給
付
を
当
事
者
に
提
示
す
る
な
ど
の
活
動
が
、
仲
裁
鑑
定
人
の
活
動
の
客
観
的
要
件
で
あ
る
。
法
律

関
係
の
存
在
に
必
要
な
不
確
実
部
分
、
未
確
定
部
分
を
排
除
す
る
た
め
に
、
仲
裁
鑑
定
人
は
活
動
す
る
。
仲
裁
鑑
定
人
の
活
動
は
、
法
律
関
係

に
係
る
事
実
問
題
に
及
び
、
経
験
則
を
用
い
た
事
実
認
定
は
当
事
者
に
対
し
て
拘
束
力
を
有
す
る
。
で
は
仲
裁
鑑
定
人
が
法
律
問
題
を
判
断
す

る
こ
と
は
な
い
の
か
。
こ
れ
は
一
般
的
に
は
否
定
さ
れ
る
が
、
例
外
の
な
い
原
則
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
弁
護
士
が
当
事
者
か
ら
依
頼
さ
れ
て
、

そ
の
法
律
関
係
に
重
要
な
争
い
の
あ
る
法
律
問
題
に
つ
い
て
、
双
方
当
事
者
に
拘
束
力
の
あ
る
判
断
を
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
仲
裁
鑑

（

）
３２る
。

（
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３３説
に

─　　─

ド
イ
ツ
仲
裁
鑑
定
法
の
形
成
（
三
）（
豊
田
）

（
　
　
　
）

─　　─27

九
七
四

四
七
〇



定
人
の
機
能
と
い
え
な
く
も
な
い
、
と
す
る
。

　
④
エ
ケ
ル
ト
説
に
よ
る
と
、
仲
裁
鑑
定
人
は
給
付
の
確
定
（
民
法
三
一
七
条－

三
一
九
条
）
だ
け
で
な
く
、
裁
判
に
重
要
な
事
実
上
の
要
素

の
探
知
お
よ
び
認
定
を
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
同
説
は
権
利
形
成
型
（
広
義
型
）
の
仲
裁
鑑
定
契
約
お
よ
び
権
利
確
認
型
（
狭
義
型
）

の
そ
れ
を
い
ず
れ
も
認
め
て
い 

そ
し
て
民
法
三
一
七
条
な
い
し
三
一
九
条
一
項
は
第
三
者
の
公
平
な
裁
量
に
よ
る
給
付
の
確
定
と
い
う
特

別
ケ
ー
ス
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
仲
裁
鑑
定
制
度
全
体
に
対
す
る
基
本
的
要
素
を
提
示
し
て
い
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
の
判
断
は

専
門
的
か
つ
中
立
的
で
、
客
観
的
に
正
し
い
判
断
で
あ
っ
て
、
主
観
的
性
格
を
有
す
る
恣
意
的
な
判
断
で
は
な
い
点
で
民
法
三
一
九
条
二
項
は

適
用
さ
れ
な
い
。

　
⑤
シ
ー
ズ
マ
ン
か
仲
裁
鑑
定
人
か
と
い
う
呼
称
問
題
に
つ
い
て
、
エ
ケ
ル
ト
説
は
「
仲
裁
鑑
定
人
」
の
方
が
制
度
の
本
質
に
適
っ
て
い
る
と

す
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
が
合
意
で
用
い
た
表
現
は
、
契
約
解
釈
に
当
た
っ
て
重
要
で
は
な
く
、
当
事
者
が
第
三
者
に
委
ね
た
任
務
が
重
要
に

な 　
⑥
エ
ケ
ル
ト
説
は
、
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
直
接
的
な
法
形
成
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
当
事
者
か
ら
判
断
を
委
ね
ら
れ
た
点
に
つ

い
て
の
「
観
念
の
表
示
」
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
合
意
に
反
し
て
一
方
当
事
者
が
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
、
仲
裁
契
約
の
よ
う
な
妨

訴
抗
弁
（（
旧
）
民
訴
法
二
七
四
条
二
項
三
号
）
の
適
用
は
な
い
。
相
手
方
の
仲
裁
鑑
定
欠
缺
の
主
張
は
異
議
と
解
さ
れ
、
裁
判
所
が
職
権
で

顧
慮
す
べ
き
抗
弁
で
は
な
い
。
裁
判
所
は
、
実
体
的
理
由
で
も
っ
て
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
⑦
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
契
約
当
事
者
の
法
律
関
係
に
と
っ
て
条
件
付
き
と
み
な
し
う
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
、
今
日
の
学
説
・
実
務
は

否
定
説
（
ワ
イ
ズ
マ
ン
説
）
に
た
つ
と
し
て
、
エ
ケ
ル
ト
説
も
同
調
す
る
。
こ
の
点
、
キ
ッ
シ
ュ
説
（
条
件
説
）
が
す
で
に
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
か
、
筆
者
は
十
分
な
検
討
が
で
き
て
い
な
い
。
仲
裁
鑑
定
人
契
約
の
締
結
は
、
基
本
た
る
契
約
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
当
事
者

（

）
３４る
。

（

）
３５る
。
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は
法
律
行
為
の
効
果
を
将
来
の
不
確
実
な
事
象
に
係
ら
せ
る
よ
う
な
合
意
で
は
な
い
。
ま
た
一
定
の
要
件
が
あ
れ
ば
、
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
に

代
わ
っ
て
通
常
の
裁
判
官
の
判
断
が
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
エ
ケ
ル
ト
説
は
、
第
三
者
の
隨
意
に
よ
る
確
定
の
場
合
（
後
述
す
る
自
由
仲
裁
）
は
、

当
事
者
が
信
頼
し
て
い
る
人
物
の
判
断
は
契
約
の
条
件
と
解
す 

　
⑥
エ
ケ
ル
ト
説
は
、
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
意
思
表
示
（
ワ
イ
ズ
マ
ン
説
）
か
、
法
律
上
重
要
な
行
為
（
キ
ッ
シ
ュ
説
）
か
と
い
う
問
題
は

実
務
に
重
要
で
は
な
い
と
解
し
（
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
と
同
旨
）、
自
ら
は
観
念
の
表
示
と
解
す 

ま
た
仲
裁
鑑
定
は
、
既
判
力
お
よ
び
執
行
力

を
生
じ
な
い
。
明
ら
か
に
不
公
平
な
仲
裁
鑑
定
は
取
り
消
し
う
る
が
（
民
法
三
一
九
条
一
項
）、
こ
れ
は
、
理
由
書
（M

otive

 
     
）
と
異
な
り
、

議
事
録
（Pro

   t  o  kolle

     
）
が
ワ
イ
ズ
マ
ン
説
に
従
っ
て
「
明
ら
か
な
」
と
い
う
概
念
を
付
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
概
念
が
な
け

れ
ば
、
さ
さ
い
な
不
公
平
ケ
ー
ス
で
も
当
事
者
は
裁
判
官
の
判
断
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
裁
判
所
の
負
担
の
み
な
ら
ず
、
制
度
の
性
格
に
も

反
す
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
明
ら
か
な
不
公
平
と
は
何
か
。
証
拠
調
べ
を
し
な
く
と
も
、
仲
裁
鑑
定
人
の
確
定
自
体
か
ら
直
ち
に
そ
れ
が
判
明

す
る
場
合
に
限
る
必
要
は
な
い
が
、
専
門
知
識
の
あ
る
中
立
の
判
断
者
の
目
に
直
ち
に
う
つ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

経
験
則
を
正
し
く
適
用
し
た
と
き
は
、
異
な
っ
た
判
断
に
な
る
と
認
識
で
き
な
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
ら
か
な
不
公
平
の
原
因
は
、
判
断
の
要
素

の
欠
缺
（
経
験
則
の
不
適
用
な
ど
）、
ま
た
は
仲
裁
鑑
定
人
た
る
人
物
自
身
（
偏
頗
性
な
ど
）
か
ら
生
ず
る
。
仲
裁
鑑
定
人
自
身
が
判
断
を
明

ら
か
に
不
公
平
と
認
識
し
て
い
る
必
要
は
な
く
、
明
ら
か
な
不
公
平
が
客
観
的
に
存
在
し
て
い
れ
ば
足
り
る
。
判
例
も
明
ら
か
な
不
公
平
に
よ

る
取
消
し
を
肯
定
し
て
い
る
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
一
九
年
五
月
二
三
日
判
決
（R

G
Z
96,S.61f

 
 
             

を
引
用
す 

佼
　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説

　
⑴
　
最
後
に
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
従
っ
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た 

仲
裁
裁
判
権
の
拡
大
傾
向
に
面
し
て
、

（

）
３６る
。

（

）
３７る
。

（

）
３８

f.   
）

（

）
３９る
。

（

）
４０い
。
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ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
、
そ
し
て
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
、
そ
の
評
価
に
重
大
な
変
化
が
生
じ
た
。
一
九
世
紀
の
半
ば
か
ら
ド
イ

ツ
で
は
仲
裁
裁
判
権
が
経
済
生
活
に
お
い
て
拡
大
し
た
。
仲
裁
制
度
の
発
展
は
、
組
織
化
さ
れ
常
設
的
な
仲
裁
裁
判
所
や
普
通
保
険
契
約
約
款

に
よ
る
仲
裁
条
項
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
、
経
済
的
な
利
益
団
体
や
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
力
を
増
大
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
危
険
や
厄
介

な
現
象
は
明
ら
か
で
あ
り
、
団
体
の
強
制
的
権
力
が
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
、
経
済
的
強
者
が
経
済
的
弱
者
に
対
し

て
仲
裁
契
約
を
多
か
れ
少
な
か
れ
強
要
す
る
と
い
う
傾
向
が
加
わ
っ
た
。
と
り
わ
け
保
険
会
社
の
義
務
的
な
損
害
査
定
手
続
な
ど
が
そ
れ
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
的
弱
者
で
あ
る
当
事
者
は
、
通
常
裁
判
所
と
仲
裁
裁
判
所
の
自
由
な
選
択
権
を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ

た
（
修
道
二
八
巻
一
号
五
頁
以
下
）。

　
⑵
　
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
国
家
お
よ
び
司
法
機
関
は
い
つ
仲
裁
裁
判
権
を
抑
制
す
る
か
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
七
〇
年
代
に
そ
れ
が

到
来
し
た
（【
７
】
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
一
八
七
九
年
判
決
を
指
す
と
思
わ
れ
る
（
筆
者
））。
判
例
は
、「
法
的
救
済
排
除
条
項
」
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
裁
判
所
に
お
い
て
私
人
の
判
断
の
取
消
し
を
許
容
し
た
。
そ
れ
は
、
仲
裁
裁
判
権
へ
の
外
面
的
な
介
入
と
い
う
方
法

で
は
な
く
、
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）
と
い
う
理
論
構
成
を
持
ち
出
す
方
法
で
行
わ
れ 

将
来
の
法
的
紛
争
に
つ
い
て
の
仲
裁
条
項
の
適

法
性
も
、
仲
裁
判
断
の
拘
束
力
の
合
意
も
問
題
に
す
る
こ
と
な
く
、
判
例
は
よ
り
上
品
な
途
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
よ
る

と
、
前
掲
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
的
救
済
を
排
除
す
る
合
意
条
項
が
あ
る
場
合

に
も
、
仲
裁
鑑
定
の
合
意
と
解
す
る
こ
と
で
、
当
事
者
は
第
三
者
の
納
得
し
が
た
い
判
断
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
⑶
　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
多
数
判
例
の
考
え
方
は
す
で
に
ラ
イ
ヒ
高
等
商
事
裁
判
所
の
二
つ
の
判
例
、
す
な
わ
ち
、【
８
】

一
八
七
一
年
九
月
二
七
日
判
決
（
修
道
二
八
巻
二
号
九
二
五
頁
参
照
）
と
【
９
】
一
八
七
二
年
二
月
二
三
日
判
決
（
修
道
二
八
巻
二
号
九
二
八

頁
参
照
）
で
示
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
す 

た
だ
し
、
両
事
件
と
も
仲
裁
契
約
の
成
立
が
肯
定
さ
れ
た
た
め
に
、
仲
裁
鑑
定
人
（arbitrator

          
）

（

）
４１た
。

（

）
４２る
。
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の
判
断
の
取
消
し
可
能
性
と
い
う
問
題
が
正
面
か
ら
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。【
８
】
七
一
年
判
決
は
、
組
合
契
約
中
の
鑑
定
人
に

よ
る
報
酬
額
の
確
定
合
意
に
つ
い
て
、
仲
裁
人
の
仲
裁
判
断
と
解
し
た
う
え
で
そ
れ
を
無
効
と
判
示
し
て
い
る
。
判
旨
は
、
仲
裁
人
と
の
比
較

で
、
仲
裁
鑑
定
人
に
よ
る
善
き
人
の
裁
断
、
単
な
る
査
定
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
な
お
、【
８
】
七
一
年
判
決
と
【
１
】
プ
ロ
イ
セ
ン
最

上
級
裁
判
所
四
四
年
判
決
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
に
検
討
し 

ま
た
【
９
】
七
二
年
判
決
は
、
専
門
家
・
審
判
人
に
よ
る
海
難
救
助
料

の
確
定
の
合
意
に
つ
き
、
ブ
レ
ー
メ
ン
法
の
適
用
事
案
で
あ
っ
た
た
め
、
仲
裁
合
意
と
解
し
、
当
事
者
が
重
大
な
侵
害
を
被
っ
た
場
合
に
、
通

常
裁
判
所
へ
の
不
服
申
立
て
を
認
め
る
旨
判
示
し
て
い
る
。

　
な
お
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
右
判
例
法
理
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
私
見
で
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
【
　
】
八
二
年
判
決
が
引
用
す
る
ラ
イ
ヒ
高

１０

等
商
事
裁
判
所
の
【
７
】
七
九
年
判
決
も
重
要
な
先
例
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
⑷
　
明
確
な
法
的
救
済
排
除
条
項
が
お
か
れ
て
い
る
場
合
に
、
判
例
の
い
う
当
事
者
の
意
思
が
「
疑
わ
し
い
場
合
」
と
い
う
指
摘
は
適
切
で

は
な
く
、
む
し
ろ
法
的
に
す
っ
き
り
と
し
た
解
決
策
は
、
裁
判
外
の
認
定
は
無
条
件
で
基
準
に
な
る
（【
　
】
一
八
八
九
年
判
決
）
と
い
う
推

１５

論
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
く
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
は
、
裁
判
所
へ
の
出
訴
を
認
容
し
た
判
例
の
内
在
的
な
動
機
は
、
裁
判
権
の
固
執
な

い
し
は
広
範
な
回
復
に
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
。
経
済
取
引
領
域
に
お
い
て
商
事
仲
裁
裁
判
権
の
発
展
は
当
初
は
歓
迎
さ
れ
た

が
、
保
険
会
社
の
普
通
保
険
契
約
約
款
に
お
い
て
損
害
額
の
争
い
に
つ
い
て
裁
判
所
へ
の
法
的
救
済
を
遮
断
す
る
方
向
に
移
っ
て
い
っ
た
と
き
、

そ
れ
は
事
実
上
、
保
険
契
約
者
に
国
家
に
よ
る
権
利
保
護
を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
最
上
級
審
の
判
例
が
保
険
契
約
約
款
の
損
害
認

定
の
取
消
し
可
能
性
に
関
し
て
展
開
さ
れ
た
理
由
も
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
保
険
契
約
者
が
不
当
に
利
益
を
侵
害
さ
れ
た
と
感
ず
る
場
合

に
、
損
害
の
認
定
か
ら
裁
判
所
の
コ
ン
ト
ロ
ウ
ル
を
排
除
す
べ
き
決
定
的
理
由
は
な
く
、
裁
判
所
へ
の
救
済
を
認
め
て
も
、
保
険
会
社
に
重
大

な
一
方
的
不
利
益
は
生
じ
な
か
っ
た
。
他
方
、
強
制
的
な
法
的
救
済
排
除
条
項
が
判
例
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
場
合
、
保
険
契
約
者
は
法
に
従
っ

（

）
４３た
。
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た
司
法
機
関
の
活
動
を
求
め
る
司
法
保
護
請
求
権
を
奪
わ
れ
る
結
果
と
な
ろ
う
。
保
険
契
約
の
双
方
当
事
者
の
利
益
を
衡
量
す
る
と
、
保
険
会

社
の
実
務
を
否
定
し
、
損
害
認
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
の
可
能
性
を
支
持
す
る
考
え
方
が
導
か
れ
る
。
保
険
契
約
者
を
保
護
す
る
考
え
方
は
、

保
険
契
約
の
当
事
者
間
の
「
相
互
の
誠
実
さ
」（【
　
】
八
三
年
判
決
）
や
「
善
意
」（【
　
】
九
一
年
判
決
）
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
う

１１

１３

か
が
え
る
。

　
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
よ
る
と
、
右
の
よ
う
な
判
例
の
考
え
方
は
、
私
法
上
の
利
益
評
価
を
経
済
的
、
社
会
的
な
観
点
を
考
慮
し
て
行
う
（
利
益

法
学
）、
裁
判
官
の
論
証
方
法
の
変
化
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
依
然
と
し
て
概
念
法
学
の
論
証
法
が
中
心
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ 

【
　
】
１１

一
八
八
三
年
判
決
の
判
旨
（
ⅳ
部
分
）
が
示
す
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
法
律
の
規
定
か
ら
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
判
例
の
変
化
が

保
険
契
約
法
の
ケ
ー
ス
で
み
ら
れ
る
一
方
で
、
取
引
法
の
領
域
な
ど
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
同
様
に
法
的
救
済
排
除
条
項
は
あ
っ

た
が
、
商
事
仲
裁
裁
判
権
に
お
い
て
は
当
事
者
の
力
関
係
は
基
本
的
に
均
衡
が
と
れ
て
お
り
、
同
じ
経
済
力
の
当
事
者
が
対
立
し
て
い
た
こ
と

が
そ
の
原
因
と
し
て
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
商
事
事
件
の
仲
裁
判
断
は
、
実
務
上
、
お
お
む
ね
当
事
者
に
よ
り
承
認
さ
れ
履
行
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
原
告
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
裁
判
官
も
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
１
）　W

inter,a.a.O
.,S.102,Fn.40.

 
            
                
豊
田
・
法
構
造
（
二
）
修
道
法
学
一
三
巻
一
号
一
一
一
頁
、
一
一
四
頁
注
（
７
）
参
照
。

（
２
）　W

inter,a.a.O
.,S.102

 
            
        .  

（
３
）　
修
道
二
八
巻
二
号
九
二
二
頁
以
下
、
九
二
八
頁
以
下
参
照
。

（
４
）　
修
道
法
学
二
八
巻
二
号
九
三
四
頁
参
照
。

（
５
）　W

inter,a.a.O
.,S.119

 
            
        .  

（
６
）　W

inter,a.a.o.,S.85

 
                   .  

（

）
４４る
。
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（
７
）　W

inter,a.a.O
.,S.85

 
            
       .  

（
８
）　
こ
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
法
構
造
（
一
）・
修
道
一
三
巻
一
号
一
〇
九
頁
以
下
参
照
。

（
９
）　W

inter,a.a.O
.,S.82

 
            
       .  

（
　
）　
こ
の
【
　
】
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
九
年
判
決
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
法
構
造
（
一
）・
修
道
一
三
巻
一
号
一
一
七
頁
以
下
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
説
に
よ

１０

１５

る
評
価
に
つ
い
て
は
一
一
九
頁
以
下
参
照
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
筆
者
の
「
自
由
仲
裁
」
の
特
殊
性
に
つ
い
て
の
理
解
が
足
り
ず
、
む
し
ろ
通
常
の
仲

裁
を
考
え
て
い
た
。

（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.106

 
            
        .  

１１
（
　
）　
以
下
の
考
察
は
、
仲
裁
鑑
定
を
扱
っ
た
若
干
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
議
論
の
一
部
の
参
照
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
や
教
科
書
の
基

１２
本
的
な
議
論
ま
で
検
討
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
な
お
、
主
た
る
論
点
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
法
構
造
（
一
）、（
二
）、（
三
・
完
）・
修
道
一
三
巻
一

号
一
〇
九
頁
以
下
、
一
四
巻
一
号
四
〇
頁
以
下
、
同
巻
二
号
三
六
五
頁
以
下
で
先
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
　
）　W

.K
isch,D

er
Schiedsm

ann
im
Versiche

 
  
       
           
      
  
       rungsrecht,1924,S.1f

                      .  

１３
（
　
）　
豊
田
・
法
構
造
（
二
）・
修
道
一
四
巻
一
号
四
七
頁
参
照
。

１４
（
　
）　J.K

ohler,Ü
ber
processrechtliche

Ver

   
        
                       
  träge

und
C
reationen,in

G
esam

m
elte

           
               
    
 
     B

eiträe
zum

Zivilprozeß,1894,

 
          
                    
［N

eudruc

 
      k  
］,1980,

        

１５S.159.

      
和
解
中
で
仲
裁
鑑
定
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
停
止
条
件
付
和
解
の
特
殊
ケ
ー
ス
と
み
る
見
解
（
リ
ヒ
ャ
ル
ド
・
ス
ミ
ス

説
）
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。vgl.W

angner,a.a.O
.,S.61f

 
    
             
        .  

（
　
）　K

isch,a.a.O
.,S.14f.

 
           
         
同
様
に
批
判
す
る
の
は
、W

angner,a.a.O
.,S.59ff.;W

.B
uchdahl

 
             
             
  
       ,D

ie
R
echtsnatur

der
Schiedsgutacht

   
    
                             erklausel

          

１６und
des
Schiedsgutachtens,1931,S.1

                                    2ff

   .  

（
　
）　K

isch,a.a.O
.,S.15ff.

 
           
          
同
旨
、B

uchdall,a.a.O
.,S.15f

 
              
        .  

１７
（
　
）　K
isch,a.a.O

.,S.17

 
           
       .  

１８
（
　
）　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、vgl.,B

uchdahl,a.a.O
.,S.17,Fn.28

 
      
              
              .  

１９
（
　
）　
権
利
確
認
型
（
狭
義
型
）
の
仲
裁
鑑
定
契
約
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
法
構
造
（
二
）、（
三
・
完
）・
修
道
一
四
巻
一
号
四
〇
頁
以
下
、
二
号
三
六
五

２０

─　　─
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頁
以
下
参
照
。

（
　
）　K

isch,a.a.O
.,S.99ff

 
           
         .  

２１
（
　
）　K

isch,a.a.O
.,S.103ff

 
           
          .  

２２
（
　
）　K

isch,a.a.o.,S.108ff

 
                     .  

２３
（
　
）　K

isch,a.a.o.,S.111ff

 
                     .  

２４
（
　
）　
実
体
法
説
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
法
構
造
（
二
）・
修
道
一
四
巻
一
号
四
六
頁
以
下
参
照
。

２５
（
　
）　F.W

angner,D
er
Schiedsgutachter,190

   
         
                        8,S.32

       .  

２６
（
　
）　W

angner,a.a.O
.,S.1ff

 
             
        .  

２７
（
　
）　
仲
裁
鑑
定
契
約
の
具
体
例
を
先
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
修
道
一
三
巻
一
号
九
六
頁
注
（
６
））、
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
も
当
時
の
判
例
集
や
実
務
か

２８
ら
そ
の
具
体
例
を
相
当
詳
細
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
⑴
　
保
険
契
約
で
は
、
①
火
災
保
険
契
約
条
項
中
の
動
産
損
害
の
認
定
の
定
め
（【
　
】
一
八
八
二
年
判
決
）、
②
火
災
で
製
粉
所
を
焼
失
し
た
所
有

１０

者
と
火
災
保
険
会
社
の
間
の
傷
害
保
険
契
約
に
お
い
て
、
火
災
に
よ
る
損
害
額
の
保
険
填
補
に
関
し
て
、
会
社
の
管
理
部
署
が
医
師
の
鑑
定
に
基
づ
き

傷
害
を
判
断
し
、
契
約
者
は
所
定
の
期
間
内
に
特
別
委
員
会
に
よ
る
再
度
の
判
断
を
申
し
立
て
る
、
ま
た
は
不
服
申
立
て
を
放
棄
し
て
判
断
を
確
定
さ

せ
る
、
委
員
会
の
多
数
決
の
判
断
は
当
事
者
双
方
を
拘
束
す
る
旨
の
約
款
条
項
が
存
す
る
。
③
い
わ
ゆ
る
業
務
企
画
（G

eschäftsplan

 
            
）
の
定
め
に
よ

る
と
、
保
険
契
約
者
の
一
時
的
ま
た
は
長
期
間
の
稼
働
能
力
の
喪
失
・
そ
の
程
度
だ
け
で
な
く
、
事
故
の
直
接
的
効
果
問
題
に
つ
い
て
は
、
設
置
さ
れ

た
委
員
会
が
判
断
す
る
旨
の
合
意
が
あ
る
。
④
な
お
、
傷
害
保
険
契
約
の
損
害
査
定
条
項
が
問
題
に
な
っ
た
【
　
】
一
八
八
九
年
判
決
（R

G
Z
24,

 
 
      

１５

S.357ff.

        
）
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
同
判
決
は
上
述
し
た
よ
う
に
「
自
由
仲
裁
」
と
解
し
て
い
る
。
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
は
、
こ
れ
も
仲
裁
鑑
定
に
含
め
る

趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。

　
⑵
　
用
益
賃
貸
借
契
約
で
は
、
①
賃
貸
物
の
損
害
に
つ
い
て
、
区
裁
お
よ
び
契
約
当
事
者
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
三
名
構
成
の
仲
裁
裁
判
所
が

判
断
す
る
旨
の
合
意
、
②
農
地
内
に
あ
る
庭
、
牧
草
地
、
耕
地
は
一
日
当
り
毎
一
〇
・
五
〇
ラ
イ
ヒ
マ
ル
ク
と
し
、
道
路
、
水
、
荒
地
は
無
料
、
庭
等

の
広
さ
は
測
量
技
師
が
測
定
す
る
と
の
契
約
中
の
定
め
、
③
五
マ
イ
ル
内
の
農
場
所
有
者
お
よ
び
農
場
賃
借
人
の
範
囲
内
か
ら
賃
貸
人
が
選
任
す
る
仲

─　　─

＜

論
　
　
説＞

修
道
法
学
　
三
六
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裁
人
が
、
す
べ
て
の
上
訴
を
禁
止
し
た
う
え
で
、
脱
退
す
る
賃
借
人
が
種
ま
き
、
耕
作
、
肥
料
や
り
に
費
や
し
た
支
出
の
補
償
額
に
つ
い
て
確
定
す
る

旨
の
合
意
、
④
地
方
自
治
体
と
の
用
益
賃
貸
借
契
約
で
、
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
の
補
償
に
つ
き
、
用
益
賃
借
人
と
土
地
所
有
者
の
間
で
合
意
が
で
き

な
い
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
知
識
を
も
っ
た
評
価
人
を
選
任
し
、
地
方
自
治
体
の
参
事
会
員
が
そ
れ
に
加
わ
り
、
当
事
者
は
こ
の
委
員
会
の
判
断
に

従
う
旨
の
合
意
、
⑤
国
有
地
の
用
益
賃
貸
借
契
約
（D

om
änenpacht

 
  
         
）
の
譲
渡
に
当
た
り
、
新
旧
賃
借
人
の
間
で
、
焼
き
釜
（B

renneriinventar

 
               
）
の

査
定
は
政
府
の
指
名
す
る
専
門
家
に
よ
り
、
そ
の
他
の
装
置
は
三
人
の
査
定
人
が
定
め
る
旨
の
合
意
な
ど
が
あ
る
。

　
⑶
　
売
買
契
約
で
は
、
①
染
め
物
マ
イ
ス
タ
ー
（Färberm
eister

       
      
）
が
毛
織
物
製
造
業
者
か
ら
染
色
用
と
し
て
相
当
量
の
毛
織
物
を
受
け
取
り
、
そ

の
代
価
は
契
約
の
一
方
当
事
者
が
確
定
す
る
、
そ
れ
が
不
公
平
な
と
き
は
、
第
三
者
が
拘
束
力
の
あ
る
確
定
を
行
う
旨
の
合
意
、
②
土
地

（Landstreifen

            
）
売
買
に
お
い
て
、
売
主
に
生
ず
る
相
当
の
損
害
に
関
し
て
、
損
害
発
生
の
認
定
お
よ
び
損
害
額
の
判
断
は
、
三
人
の
鑑
定
人
か
ら
な

る
委
員
会
に
委
ね
る
旨
の
合
意
、
③
給
付
製
品
は
特
定
の
商
標
に
値
す
る
か
に
つ
き
、
善
き
人
が
判
断
す
る
旨
の
合
意
が
あ
る
。

　
⑷
　
職
場
の
消
防
隊
員
（M

itglied
einer

B
erufsfeuerw

ehr

 
               
           
   
）
の
雇
用
契
約
に
お
い
て
、
傷
害
時
に
は
市
側
が
援
助
す
る
、
廃
失
問
題
は
郡
の
医

師
（K

reisphysikus

 
            
）
の
診
断
書
に
基
づ
き
市
が
判
断
し
、
廃
失
者
が
そ
れ
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
三
人
の
医
師
で
構
成
さ
れ
た
仲
裁
裁
判
所
が
拘

束
力
を
も
っ
て
判
断
す
る
旨
の
合
意
が
あ
る
。

　
⑸
　
請
負
契
約
で
は
、
①
ホ
テ
ル
の
建
築
主
が
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
設
置
お
よ
び
防
水
基
礎
溝
の
建
設
に
つ
い
て
請
負
人
と
の
間
で
合

意
を
行
い
、
建
築
主
主
張
の
建
設
工
事
の
瑕
疵
問
題
に
つ
い
て
、
鑑
定
人
が
拘
束
力
を
も
っ
て
判
断
す
る
旨
の
合
意
、
②
地
方
自
治
体
の
森
林
内
の
道

路
拡
張
工
事
を
請
負
う
際
に
、
請
負
人
は
書
面
に
定
め
ら
れ
た
条
件
で
拡
張
工
事
を
実
施
し
、
工
事
に
際
し
て
は
管
轄
営
林
署
長
の
命
令
に
従
い
、
そ

の
指
示
に
基
づ
き
工
事
の
瑕
疵
や
過
誤
を
自
己
負
担
で
除
去
す
べ
き
義
務
を
負
う
、
修
繕
工
事
の
範
囲
に
つ
い
て
請
負
人
と
営
林
署
長
の
間
で
生
ず
る

意
見
対
立
に
つ
い
て
は
、
管
区
の
長
が
出
訴
の
途
を
排
除
し
て
終
局
的
に
判
断
す
る
旨
の
合
意
が
あ
る
、
③
当
事
者
は
、
地
下
室
の
階
段
は
設
計
通
り

の
工
事
で
製
作
さ
れ
、
家
畜
小
屋
の
屋
根
は
上
手
に
設
置
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
仲
裁
人
と
称
さ
れ
る
三
人
の
人
物
が
判
断
し
、
そ
の

判
断
は
当
事
者
に
対
し
拘
束
力
を
有
す
る
旨
の
合
意
が
あ
る
。

　
⑹
　
会
社
の
解
散
や
土
地
の
譲
渡
に
際
し
資
産
価
値
の
判
断
合
意
と
し
て
、
①
個
人
有
限
会
社
の
解
散
後
に
、
社
員
は
拘
束
力
を
も
っ
て
特
定
人
物

に
委
ね
た
相
互
決
済
を
行
う
旨
の
合
意
、
②
国
有
鉄
道
（E

isenbahnfiskus

 
              
）
と
農
地
所
有
者
の
間
で
、
農
地
所
有
者
は
国
有
鉄
道
の
装
備
に
要
す
る
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土
地
部
分
の
所
有
を
無
制
限
の
利
用
の
た
め
に
譲
渡
し
、
分
割
に
よ
る
補
償
お
よ
び
土
地
所
有
者
の
農
地
の
価
格
低
下
に
つ
い
て
は
、
双
方
の
任
命
し

た
二
人
の
鑑
定
人
の
鑑
定
を
基
準
と
し
、
鑑
定
人
が
合
意
で
き
な
い
と
き
は
裁
判
所
が
仲
裁
人
を
選
任
す
る
旨
の
合
意
、
③
個
人
有
限
会
社
を
同
時
に

設
立
し
て
運
送
業
を
行
っ
て
い
た
当
事
者
間
で
、
一
方
当
事
者
が
組
合
会
社
の
形
態
で
そ
の
業
務
を
引
き
受
け
る
、
他
方
当
事
者
の
退
職
金
は
社
員
の

脱
退
規
定
に
基
づ
き
三
人
の
シ
ー
ズ
マ
ン
が
確
定
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
判
断
は
明
ら
か
に
不
公
平
を
理
由
と
し
て
の
み
不
服
申
し
立
て
が
で
き
る
旨

の
合
意
、
④
当
事
者
は
個
人
合
名
会
社
の
解
散
お
よ
び
一
人
の
社
員
へ
の
業
務
の
譲
渡
を
合
意
、
係
属
し
た
訴
訟
で
和
解
を
締
結
、
裁
判
所
の
商
事
部

が
指
名
し
た
鑑
定
人
は
、
仲
裁
人
の
機
能
も
有
す
る
、
そ
し
て
同
鑑
定
人
は
、
旧
会
社
の
在
庫
品
、
未
回
収
債
権
、
不
動
産
お
よ
び
古
い
備
品
の
そ
れ

ぞ
れ
価
格
に
つ
い
て
終
局
的
に
判
断
す
る
旨
定
め
て
い
る
。

　
⑺
　
品
質
仲
裁
の
合
意
と
し
て
、
①
商
品
の
状
態
や
供
給
さ
れ
た
羊
毛
の
加
圧
器
が
契
約
上
の
品
質
に
適
っ
て
い
る
か
を
判
断
す
る
旨
の
合
意
、
②

バ
ー
デ
ン
の
会
社
が
ロ
シ
ア
の
会
社
と
、
マ
ン
ハ
イ
ム
在
住
の
シ
ー
ズ
マ
ン
が
マ
ン
ハ
イ
ム
に
あ
る
木
材
の
品
質
に
つ
い
て
拘
束
力
の
あ
る
判
断
（
鑑

定
）
を
す
る
旨
合
意
し
て
い
る
。

　
⑻
　
損
害
額
の
調
査
・
確
定
に
つ
い
て
の
合
意
と
し
て
、
①
粘
土
坑
の
採
掘
区
域
は
契
約
に
従
っ
て
規
定
通
り
返
還
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
そ
の
義
務

が
不
履
行
の
場
合
の
損
害
額
に
つ
い
て
、
鑑
定
人
が
認
定
す
る
旨
契
約
中
で
定
め
ら
れ
て
い
る
、
②
貯
氷
庫
の
建
築
の
た
め
の
土
木
建
築
監
督
局
へ
の

許
可
申
請
に
対
し
、
冷
気
損
害
を
危
惧
す
る
近
隣
住
民
か
ら
の
異
議
申
立
て
が
な
さ
れ
た
場
合
、
建
築
主
は
地
域
検
査
官
の
査
定
に
従
っ
て
、
住
民
に

対
し
て
す
べ
て
の
損
害
補
償
義
務
を
負
担
す
る
、
そ
の
損
害
の
認
定
は
拘
束
力
を
有
す
る
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
、
③
遺
言
者
の
住
居
利
用
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
相
続
人
が
補
償
義
務
を
負
う
旨
の
合
意
、
④
当
事
者
は
建
築
家
を
鑑
定
人
と
し
て
定
め
、
そ
の
損
害
賠
償
の
調
査
結
果
に

服
す
る
旨
の
合
意
が
あ
る
。

　
⑼
　
そ
の
他
の
合
意
と
し
て
、
①
船
長
が
船
舶
会
社
の
同
意
を
得
ず
に
、
積
荷
の
全
部
で
は
な
く
て
そ
の
一
部
だ
け
を
積
ん
で
出
港
し
た
場
合
に
、

船
長
の
判
断
は
「
管
理
」
ま
た
は
「
運
航
」
と
い
う
概
念
に
該
当
す
る
か
に
つ
き
、
仲
裁
人
が
判
断
す
る
旨
の
合
意
、
②
市
自
治
体
は
、
株
式
会
社
が

設
立
し
た
ガ
ス
施
設
を
鑑
定
人
の
定
め
た
価
格
で
引
き
取
る
旨
の
合
意
、
③
銀
行
員
間
の
示
談
契
約
に
お
い
て
、
原
告
の
銀
行
預
金
な
い
し
営
業
部
分

は
、
仲
裁
人
と
称
す
る
第
三
者
が
定
め
る
旨
の
合
意
、
④
オ
ー
ト
麦
の
製
粉
機
の
供
給
、
取
付
け
お
よ
び
運
転
開
始
に
つ
い
て
合
意
し
た
契
約
中
で
、

給
付
さ
れ
た
製
粉
機
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
結
果
が
得
ら
れ
な
い
と
き
、
ま
た
は
取
付
け
の
瑕
疵
に
よ
り
格
差
が
生
じ
た
と
き
、
そ
の
争
い
は
訴
訟
前
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に
鑑
定
人
が
解
決
す
る
、
各
当
事
者
は
一
名
の
鑑
定
人
を
選
任
し
、
第
三
の
鑑
定
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
長
が
共
同
で
選
任
す
る
旨
の
合
意
、
⑤
ラ
イ
ヒ
帝

国
陸
軍
に
兵
糧
施
設
を
供
給
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
当
事
者
が
、
損
害
填
補
問
題
の
技
術
問
題
の
争
い
は
、
各
当
事
者
が
指
名
す
る
二
人
の
鑑
定
人

が
拘
束
力
を
も
っ
て
判
断
す
る
旨
契
約
約
款
で
定
め
ら
れ
て
い
る
、
⑥
レ
ン
モ
色
素
（Farbstoffes

Zitronin

                    
）
の
抽
出
方
法
に
関
す
る
特
許
権
侵
害

の
有
無
に
つ
い
て
、
仲
裁
人
が
判
断
す
る
旨
の
契
約
（B

olze,D
ie
Praxis

des
R
G
,B
d.8,N

r.1

 
       
               
 
   
      
   037

   
）。
事
案
の
内
容
か
ら
み
て
、
こ
れ
は
ラ
イ
ヒ
裁

判
所
一
八
八
九
年
一
〇
月
一
六
日
判
決
（R

Z
24,S.411ff.

 
              
）
で
問
題
に
な
っ
た
合
意
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
（
豊
田
・
法
構
造
（
一
）・
修
道
一

三
巻
一
号
一
〇
〇
頁
注
（
　
）
参
照
）、
ワ
ン
グ
ナ
ー
引
用
の
右
原
典
は
未
見
で
あ
る
。
⑦
非
嫡
出
子
の
父
が
扶
養
義
務
を
承
認
し
、
子
の
後
見
人
と

１４

の
間
で
、
毎
月
の
扶
養
料
額
は
後
見
裁
判
所
の
裁
判
官
が
拘
束
力
を
も
っ
て
確
定
す
る
旨
の
合
意
が
あ
る
。
以
上
に
つ
い
て
は
、vgl.W

angner,a.a.O
.,

 
    
             
   

S.5ff

     .  

（
　
）　
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
訴
え
の
内
容
に
で
き
な
い
、
裁
判
官
の
判
断
に
適
し
た
当
事
者
の
法
律
関
係
が
な
く
、
第
三
者
は

２９
事
実
を
判
断
す
る
の
み
で
あ
る
。
請
負
契
約
の
一
方
当
事
者
が
階
段
の
瑕
疵
を
理
由
に
報
酬
の
支
払
い
を
拒
絶
す
る
相
手
方
に
報
酬
請
求
し
た
場
合
、

裁
判
官
は
階
段
が
設
計
通
り
の
工
事
で
作
ら
れ
た
か
を
調
査
し
、
そ
れ
を
肯
定
し
て
初
め
て
、
被
告
に
報
酬
の
支
払
い
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
工

事
が
設
計
通
り
に
き
ち
っ
と
で
き
た
か
と
い
う
裁
判
官
の
認
定
は
、
報
酬
請
求
権
を
認
定
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
仲
裁
人
の
判
断
も
同
じ
で
、
そ

れ
は
推
論
に
基
づ
く
活
動
で
あ
る
。
仲
裁
鑑
定
人
の
活
動
も
そ
の
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、
仲
裁
鑑
定
人
は
事
実
認
定
の
た
め
に
経
験
則
を
用
い
る
。
そ

れ
は
法
的
紛
争
を
判
断
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
や
仲
裁
人
は
経
験
則
を
用
い
、
そ
れ
に
よ
り
認
定
し
た
事

実
に
法
原
則
を
適
用
し
て
法
律
効
果
を
結
び
付
け
る
の
に
対
し
、
仲
裁
鑑
定
人
の
判
断
は
、
当
事
者
の
契
約
を
成
熟
し
た
発
展
段
階
に
導
き
、
権
利
実

現
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
判
断
前
に
契
約
は
ま
だ
履
行
で
き
な
い
。
実
体
法
上
の
要
件
事
実
の
要
素
と
し
て
重
要
な
事
実
が
、
ま
だ
定
ま
っ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
ワ
ン
グ
ナ
ー
説
に
よ
る
と
、
仲
裁
鑑
定
人
は
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
り
、
経
験
則
を
適
用
し
て
、
当
事
者
の
法
律
関
係
の
要
素
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
事
実
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
。W

angner,a.a.O
.,S.21ff

 
             
         .  

（
　
）　W
angner,a.a.O

.,S.53f

 
             
        .  

３０
（
　
）　H
.E
ckert,D

er
Schiedsgutachtert

 
  
        
                    
（§§317ff.B

G
B
.

         
 
 
 
）insbesondere

sein
Verhältnis

zum
Sch

 
                  
             
    iedsrichter,1928,S.16ff

                         .  

３１
（
　
）　E

ckert,a.a.O
.,S.18

 
            
       .  

３２

─　　─

ド
イ
ツ
仲
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定
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形
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三
）（
豊
田
）
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（
　
）　E

ckert,a.a.O
.,S.35ff

 
            
         .  

３３
（
　
）　
こ
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
法
構
造
（
一
）・
修
道
一
三
巻
一
号
一
〇
一
頁
以
下
参
照
。

３４
（
　
）　E

ckert,a.a.O
.,S.13ff

 
            
         .  

３５
（
　
）　E

ckert,a.a.O
.,S.16ff

 
            
         .  

３６
（
　
）　E

ckert,a.a.O
.,S27,46

 
            
          .  

３７
（
　
）　
こ
の
判
例
は
、
豊
田
・
法
構
造
（
一
）・
修
道
一
三
巻
一
号
一
〇
一
頁
参
照
。

３８
（
　
）　E

ckert,a.a.O
.,S.27ff

 
            
         .  

３９
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.88ff.,105ff

 
            
                 .  

４０
（
　
）　W

inter,a.a.O
.,S.115ff

 
            
          .  

４１
（
　
）　W

inter,a.a.o.,S.103

 
                    .  

４２
（
　
）　
修
道
二
八
巻
二
号
九
二
七
頁
参
照
。

４３
（
　
）　W

inter,a.a.o.,S.120

 
                    .  

４４

 

（
以
下
、
次
号
に
続
く
）

 

（
大
学
院
法
務
研
究
科
・
法
学
部
教
授
　
豊
田
博
昭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
付
記
】　
筆
者
の
個
人
的
事
情
の
た
め
に
、
前
稿
か
ら
本
稿
ま
で
大
幅
に
執
筆
遅
滞
を
お
こ
し
た
。
前
稿
ま
で
お
読
み
頂
い
た
先
生
方
に
は
、
心
か
ら
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
最
後
の
自
由
仲
裁
ま
で
執
筆
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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